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真珠養殖の PILOT-PLANT に関する研究

桑 守彦・山本光男

(御木津;真珠研究所)

魚類安ダl立では7]¥摘、池、生iミきj;のi民られた7]¥1或に飼育生物を収容し、最少[ilえ

の水量、施設、期間で最大限の単位生産E設を達成すべく養技術が最近特に発

達してきた。

それに対し哀珠養嫡l土谷]イミフ1s;幸古ーが養嫡業を開始して以来約702[三多数の人々

により研究され、仕立、拝i核技術、養殖施設等の国でかなり技術革新されて来

たが貝の成長l士山然海の生産力すなわち隠賞、プランクトン量、海水中の栄養

地類の量等に依存している。したがって養摘される海域の生産力の違いにより

貝の成長は左右ーされるとともに、作り出される翼珠の品質も変って来る。で

あるから養焔といえども自然まかせの而が大部分であり、最近の魚類養子直技術

に比較した場合、原始産業と)[;;.:Z~されても過言ではない。反面また真珠養摘の

研究はこの原始産業から脱皮すべくいくたの研究が続けられているが、現在の

現場すなわち養姐場だけの貝の観察に頼る研究では、貝の生;匝や種々の科学的

要因を充分に把握し観察することは困難であるO 故(z:.冥珠養殖業も PILOT-

PLANT (新生産方式などの実験または試験工場)の千-段をとり入れる必要性

がでてきた。そこで水槽に貝を一定期間収容し、物J:lll学的、化学的、生物学的

および生物化学的の実験観察を笑施し、その結果からも養殖場での貝の完全育

成管既の方策を導き出してゆけば、:真珠薬業はまた新しい方向に進んでゆく

と考えられる。

以ヒの~~与えで当研究所は1965年以来アコヤガイの水槽飼育実験を実施してい

るが、本ではその一郎を報告するとともに 2~3 の考察をつけ加えてみた

し、。

本稿を卒するに際し飼育実験に協力された御木本真珠会社養殖部に!掌く御礼

申し上げる。また当報告書発表の機会を与えられた御木本真珠会社常務取締役

兼移IJ木本冥珠研究所所長関芳武氏に感謝の意を表す。

御木本式真珠貝飼育試験装置MP-1型の開発(特許出願中)

アコヤガイを水槽で'rl司子了する場合白然海と同じあるいはそれ以上の成長を水
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槽飼育に虫むならば、まずアコヤガイを収容する水槽の構造の研究が先決問題

である。そこで当研究室はいろいろと実験を試みたところIZllの飼育装置を開

発した。この装置は東京水産大学増嫡化合手研究京にある流水式養鯉飼育実験装

広
A 
一一一歩 ① 。

⑭
 

PO v 
FV BV WLB 

第1図.御木ヌド式真珠貝飼育試験装置.

FV:投餌槽. BV:飼育糟.WLB:水面平衡苦言兼排水器

WSC:通水コツグ(通水中200ccjmin)

ABC:連通管 (Aは常時5Occjmin). P 0 :供試貝.

⑧:ヒ{タへ②・ 7ンプ.

当飼育装置の容積:F V (15 n + B V (15 f) = 30 .e 

置と同研究室荻野珍古教授使用のアワビ、サザエ飼育装置の利点を応用したも

のである。 (1967年4月、日本水産学会にてアコヤガイのビタミンEに関する

研究-1および水産増結談話会誌第15主主3-ry"に通水循環式飼育装置によるアコ

ヤガイの飼育という題名で発表)

当飼育装置は投餌槽FVと飼育摺BVの2倒の水槽を用いFV、BVを2本の連

通管A、Bで連絡し、 AはFVからBVへ制育7J<Jこ空気を混合しながら、空気圧

でcvに除々に海水と餌料を送り込む管であり、 BはAでCVに入れられた海水
と慎揺されなかった餌料をFVに逆流させ飼育水はFVとBVの聞を常時循環す

る。

無投餌中は(白援自然海から汲み揚げ、fこ新一鮮な海水をwsにて包・分一定量通水
し、7J<.間平衡器兼扮水器WLBで水面を{呆持しながら扮水する。通水する海水

は汲み揚げ後熱交換器に過し、さらに飼育装置にセットされている溢度調節器
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③で飼f:f7K温を一定i'C保ち、 -IJ.iこ通7K十J-'__ノ'kf呆1'leはタイムスイッチを用い自動的

に作動させる。投餌の場合はwsを閉じ通水を停止し、 FVに飼料を投入するO
飼育科KVの内閣には黒紙をはりCVに収容されているアコヤガイは光源@から

の光線を上部から照射するようにして昼間のみ点灯する。

実験1 : d-'"過循環式飼育装置と通水循環式飼育装置(御木本式ま貝

;試験装置MP-I型)の飼育水のPH値の比較

if-l ;6古式と通7](式それぞれ2セットっくり各々の装置に第1表のごとく 259の

第1表官Jf過式とi邑7.Kio¥:の比較突験

ifi過式: 4S.e 
iJヨ過式 4S.e 
i益水式

iffi;.k式

アコヤガイ 10個体を収等

し、水泌を20~230C~こ保

ち20時間飼育水のPH値

を1966年3月に察し

た。 投餌m~は 10μ 前後に

粉砕した精i土I米粉を3時

間ごとに 100mgづっ投餌

した。

P過循環式飼育装置は

飼育槽の横側に飼育機と

同容績の水槽にl直径2-

5酬のパラスを入れたP

過槽をセットした桑谷の

方法 (1964、国立真珠研

究所報告第9号、人工餌

ギトによるアコヤガイの飼

育について)を用いた。

結果を第21'2<l-Aおよ

8.10 

PH 

8.30 

8.20 

8.10 

交換水去最

11 14 23 8h 

第21Z1-A iPj岳環循式飼育水のPH値変化

通水投餌通水投館通水投餌通水

12 15 18 21 24 3 h 

第2図-B i道水循環式飼育水のPH値(変化

びBに示したo if-'過式の場合時間の経過につれPH値は徐々に侭下している。
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投餌を停止し、制育水宅dJ']過しでも PH値はドる一方で炉過槽のi/，i;品能力は発

揮されていないと考えられる。この原因はこの飼育装置における収容貝数が多

くまた残餌や貝の排せつ物が腐敗したりするために起る現象と考えられ、収容

貝数と投餌量を規制したりすれば PHil立はさほど変化せずある程度の成長効果

をあげると思われる。

通水式装置についてみると PH値はほとんど変化せず、ほぼ一定値を示して

いるO これは無投餌中は新鮮な海水を週水するからであり、また無投餌詳の場

合ほとんど変化していないのに対し、投餌j洋に変化がみられるのは進水中残餌

や排せつ物がきれいに流され投館中は通水が停止されて貝の呼吸生理により、

飼育水中の炭酸ガス量が増加したりするためと考えられるが、 j戸過式と比較し

てHP値の変化がない点で自然海域とほぼ同条件にアコヤガイを飼育できる。

またアコヤガイはプランクトシや懸濁物質を摂餌する習性上、通水式の場合常

時通水するとせっかく投餌しでも、棋倒されないまま排水器から餌料がifltfHし

てしまうし、 U二l過式では餌料は流出しないが水の交換がないので水質の悪化が

予想される。故にアコヤガイを水槽で飼育する場合、投餌中は閉鎖式に)!~~投銭

中は開放式にする通水循環式水槽がもっとも理想的である。

実験JI : 牧容密度について

水槽で自然海と同条件にアコヤガイを飼育する場合飼育装置の次に解決しな

ければならない問題はその水槽に貝を何個体まで収容できるかであるO そこで

1966年4月第2表のごとく飼育実験を行ない飼育水のPH値の変化を飼育開始

第2表 飼育只数と技餌時間および投餌長

I 投餌|無投 投餌

五

100 
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1週後に観察した。供試貝は359の貝を使用し実験Iと同じ週水循環式水槽に

収容し、餌料は粉末酵母39と精白米粉79を配合し、 1eの淡水に懸濁させ
たものを使用したO 飼育水の水温は21土0.50Cに調節した。

各群の24日寺問の PH値の変化を第3図-A、Bに示した。 この図から各群と

も通水時PH僚は上昇し通水停止Hすよは下降していることが平IJる。 これは通水停

PH 

8.30' 

20 

. 
12 15 18 21 24 3 6 hr 

第3図-A 無投餌群:飼育ノkの24

時間のPH値変化(図中の数字

は収容貝数)

PH 

8.30 

8.20 

7.80 20 

G 9 12 15 18 21 24 3 6 hr. 

第3図-B 投餌群:飼育水の24時

問のPH傾変化(図中の数字は

!以森貝数)

止時収容貝のl呼吸作用や貝の排せつ物あるいは投餌群では扶餌されなかった餌

料が腐敗することにより C02量がやや増加するからと忠われる。また収容貝

数の少ない2個と 5個の群(1:近接したPHf!肢を示し8.10以とであるのに対し、

収容員数の多い10個、 15側、 20倒の鮮は8.10以下の低い値を示している。英虞

湾多徳の当研究所前の海水の PH値は8.10-8.30の範囲にあり、したがってこ

の容積30eの通水循環式飼育装置に飼育可能最大収容貝数は35qのアコヤガイ

の場合5個体以下であると推定される。また 1日に使用する海水は 1装置に

通水中200cc/min、1日に換算して144eであるから359のアコヤガイ 1個体当

り1日に2geの海水を必要とすることになるO 第4図は投餌群5個体収容の投

餌中と通水中の飼育装置内の飼育水の溶存酸素量である。この図から 5個体収

容の場合のアコヤガイに必要な滞存酸素は充分あることが判る。投自If中溶存酸
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京:邑が増加してゆくのは空気圧で投鮪槽と飼育槽の問を循環するrIEj氷に溶け込
む酸素:註が贈加するためであり、通水"1"に減少してゆくのはその通水海水中の

c，' / f 

1∞ 
一-0ー飼育槽

一@ー投餌槽

Vh'Fh'.，，"川町，t，ULLLLLI“一一
技館 通水

1011 12 13 14 15hr 

第4図投餌群5個体収容のJ均台、の飼育

1替ctの溶存酸素差

j容千手際素量;が少ないからであ

る。当飼育実験は20日続けたが

飼育実験直後の各府の収容密度

と成長量の関係を第5I;g]に示し

た。成長量は平均水中重量であ

る。この図から投b111洋は無投餌

昨より成長は良く、収容夜、度の

少ない群は多い昨より良い。

実験J[: 投餌量と投館回数

について

自然海域から水槽に移姐され

た貝をその後も自然海域と同じ

あるいはそれ以との成長を続け

させるには 1日にどれだけの量

の餌料を 1日に何回与えるべきかが問題になる。当飼育実験は1965年11月4日

から15日間jci却水本真珠研究所建描研究室長谷川進氏の指導により実施したも

のであり、本稿を平する以前に

発表する予定であったが機会が

なく本報ではその一部を附記し

ておく。この実験ではiJe1過式制

百装置に2011のアコヤガイ 101!司

を第3:1<のごとく収容して投餌

回数を 113 l'C 4 ['11、2巨l、1目、

1日おき 11'21の4群に分けどの

鮮が最も良い成長さと示すかが!]

的である。飼料は10μに粉砕し

た精白米粉10$1-;)ど 1fの淡水に

懸濁させたものを使用し、飼育

mg 

400 

300 

200 

100 へと群
10 15 20 1 固!30i

第5図 収容密度と成長皮の関係

槽の水視を 24こと0.5
0
Cに調節し恒暗条VIで飼育した。

15日間飼育後の投餌量および投餌回数と成長の関係を第6図に示した。この

間から投餌回数の多い群ほど良い成長をする傾向がでているO そして 1R 4回

の投鈎が一番良いことが判る。御木本真珠養勉部長街蹴義雄氏によれば、自然
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海は 1日に4四千満現象をくり返しているからアコヤガイの渋餌作用や呼吸作

用はその自然の Yズムにある程度支配されているのではないだろうか。すなわ

第3表 1日における投餌量:と投餌回数

)はl日おき投餌

ち干潮から満湖、満潮から千 :~JJへ変化する時に潮流は憎加しアコヤガイの安殖

されている場所に餌料となるプランクトンやその他の栄養物質が多量に運ばれ

るので‘その時は摂餌や呼吸生

3翠が活発になるが、干潮時と

満潮時の前後 18~'間位で潮流

は停止する状態となり、あま

り餌料は運ばれない。である

から 1日4回飼育水を交換し

投餌も 4巨iすることは自然海

での養殖と同条件にする可能

性があるのではないかという

考察をされている。この実験

結果を出して以来当研究所の

飼育実験は全て 1日に4回の

投餌を実行し良い結果を得て

いる。

倉
成

E 

2.00 

I .50 

1.00 

長 0.50
; 
0.5 回/DAY

妓重耳回数神

第6図 15日における投餌回数と成主主量の関

係(単位は10個体の水中重量)

実験IV: 錦料組成と成長量の関係 (1967年10月、日本水産学会誌投稿受盟

論文、アコヤガイのどタミンEの作用に関する研究-1から一部抜すい)

アコヤガイの水槽飼育で飼育装置、収容腎度、投餌量と投餌回数の見通しが
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つけば餌料相成の解決がクローズアップされてくる。

アコヤガイは稚貝から挿核Hll手貝サイズになるまでにか1;主的成長をするが、

水槽内ではそれ以外のB寺点においても成長加速現象を加えたい。それには最も

餌料効率の良い餌料を投餌する

第 45長 V.E添力11!fiと投餌;盈 ことにあるが、真珠養子1ft業(0:挿

核から浜防げまでに避寒、避暑、

あるいは水温や比重の変動によ

るつり]二げ、つり下げj栄作をし

て、常に貝の成長を促進させる

条刊を与えている。こういった

養殖場での?今理工程を水槽内に

表現しえたとすれば現行の養措

法にプラスになる資料を得る実験ができると二与え、負iJ4表のごとく実験を1967

年 5月118から 50R問実施し

たO 実験方法は359のアコヤガ

イ5個体を通水式飼育袋置にl[X

j与し、粉末酵母39と精白米粉

7 r;を配合して 1Rの淡水に懸
濁させたものを基本飼料とし、

その中にビタミンEfo'flJを添加し

た。ビタミンEを添加した玉虫干li

('1アコヤガイは自然海で脂肪を

含有している動物性プランクト

ンヲピ渋餅し消化l没収をしている

かどうかをみるためで、あり、ま

た今後もっともl'llf~61効J存の高い

アコヤガイ飼育用人工配合餌料

いうなれば人工プランクトンの

開発研究を当研究所、東京水産

大学贈般化学研究室、御木本製

薬株式会社研究部、任!辺製薬株

式会社動物薬品研究部の4部門

で共同研究な進めているがその

7.0 

6.0 

lV 

3.0卜

2.0ト

成
1.0ト

長

量
。。

l L 

o I 234  5 6 7 
飼育期間 WEEKS 

第7図 ビタミンE添加餌料によるアコ

ヤガイの成長変化

目的達成のための最初の飼育実験としてアコヤガイに対するビタミンEの作用
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の研究を取り上げた次第で、ある。

7週間、約50日間の飼育期間における各貯の成長の変化を第7間に示した。

無投餌群とビタミシE似品力の間には成長兼は認められなかったがどタミシ

E í!l!~添加昨と添加詳の間には顕著な成長去が認められた。この結果ビタミン E

はアゴヤガイに士、Iし何等かの生物化学的作用を及ぼしていることが判明されそ

の解明の例究テーマを与えてくれた。

日開 考

本研究のテーマである真珠義舶のPILOT-PLANT は仰木本;真珠会社社長兼

f仰木本真珠研究所顧問御千二本美降氏が1966年2月筆者の一人桑守彦に提案され

たのが動機で取り来日んだ研究であるが、以上の実ih凍結果からいくつかの考察を

))Uえてみよう。 1点j来の品質l主義袖上誌の環境の違いにより左右されることはまえ

がきで述べたが、売の迎いという田山は水瓶、比重、湘流、l¥?;¥度等の物Jl1学

、海水中の栄養塩類等の化学的要素およびその海域に分布する貝の栄養

源となるプランクトン量の生物学的出の3要素に大別される。しかしプランク

トンの発生状況は前者の物狸学的、化学的要素に支配される。しかるに養嫡場

や挿校時期の違いで真珠の巻き、!日{り、色の変化がili:る原因はその貝の養殖さ

れる海域に分布するプランクトンの種類や量に大いに関係しているのではない

かと考えられる。アワビは自然海では海謀類を捕食し、海1l{~に含まれている植

物性援 I~I質な消化吸収しているので貝殻の色は茶緑色または茶かっ色をしてい

るが、東京水産大学荻野IWL:はホワイトブイツ乙/ユミーノレやカ♂ピイシを配合し

た動物性蛋1'=1質を主成分とした人工E!H料で‘5ヶ月間J 循探式水槽で飼育した

ところ貝殻が青紋色!こ若色することを発見した。(日本水産学会誌1;f~30巻第 6

、アワビの栄誌に関する研究)アコヤガイの上場合もlf，珠の色や貝殻の真珠府
の色が養織される漁場や存~核される[時期の違いにより金色系が多かったり、青

色系や r~1色系が多かったりする傾向がでている(浜揚げ貝の諸観祭-l[

彦、 ILI本光男…未発表)。 これらの結果から最も商品価値を有する色彩の真珠

は如何!こ量産できるかが考祭される。それゆえにそれぞれの義組場の特性をつ

かみ、そこにPILGT-PLANTによる研究資料を加味してゆけば、また新しい

養殖技術が生まれてくると確信する。これらの目的で当研究所は東京水産大学

:E'iH殖化学研究室とともに鋳料組成と貝殻および J真珠の色の関係を研究中であ

り、この生物化学的基舵研究の結果については後日発表したい。

つぎに六部分の大手業者は全国各地に養殖j坊を分散確保していて挿核、仕立

て、 M寒、化粧巻漁均等に分け、それぞれの漁場の特質を利用し挿核から浜揚
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げまで貝をあちこち移動しながら貝の完全育成管恕を実施している。こういう

場合、例えばA という漁場から B という漁J易へ移殖を行なう .t~ð合A と B の間に

はかならず漁場の特性があり、環境は異なっていて水温や比重の資料に頼った

り、過去の実績ばかりに依存するのみならず、 PILOT-PLANTにいろいろの

漁場を再現して貝の生現状態を観察すれば漁場の移殖操作はさらに合王子二化さ

れるのではないだろうか、いわば漁場の上手な使用法を研究できる可能性が

PILOT -PLANTに期待さオ1るのである。

おわりに真珠珠二貝の y水k槽飼奇と真珠のヨ主宝'.正石[としての{似d凶凶耐U目lil偵!

い。真珠の宝石あるいは高級アクセサリーとしての価値はアコヤガイ等の真珠

貝という生物体が自然海の生産力によって作り出されるところに神校、性があり

意義がある。もし多量の水糟を並べた大きな工場で真珠養嫡するとしたら、こ

れは今後の研究次第で可能であり、企業として成り立っと思うが、こういう時

代がもし到米してしまったとしたら食殖真珠とは云わず人工義姉真珠と呼ばれ

るかも知れないし、また真珠の持つ神秘'1'1[:は失われ宝石としての価値は現在以

上に薄れるであろう。筆者はまえがきで一真珠養殖は原始産業から脱皮しなけれ

ばならないことを強調したが、これは真珠養業はあまりにも自然に依存して

いるのを除々に自然を征服して限られた漁場から如何にしたら合皿的に良質真

珠を量産できるだろうかという観点に立ちPILOT-PLANTの利用を考えねば

ならないことである。 “海は一つの大きな水槽である"であるから PILOT-

PLANTを活用し良質真珠獲得の基礎研究により巽珠の宝石としての価値の向

上と真珠の持つ神秘性を強め、同時に自然海への応用を三与えるのである。

(1967i:!三10月21日記)

nu 
可よ



真珠の生産と供給(H ) 

、4
1
4
J

L
1什 城 王百三

'"，J 

(三豆大学)

第五節 生産発展の展開機構(真珠生産の動態過程)

問題の所在

これまで述べた所は主珠の生!主の秩!子と均衡点の所在、;Jtびに移動及びその

外部経済的諸与件の勤き方についてで、あった。っばそれは?j]1態的均衡論乃至

は移動均衡論の観点から真珠の生産と供給の械梼宏たづねたものであった。~

珠の生成と供給はすでに述べた秩序に従って価格の刺激に応じ、又外部経済的

諸与flの動きに応じて動く。そこでは通常の価格と数量の関係「供給曲線Jが想

定せられてすこしも差支えない。価格と生産投との関係において価格が相対的

に騰貴すれば生産宣は増大し、 lflli絡が相対的に下落すれば生産量は減少する。

価格において変化がなく生産諸'JJ!j~ の価格が騰貴すれば生産量は減少し、又価

格において的資があっても社会的生政量の増大が生産諸要素の価格を高めたり

或は他の外済的不経済を惹起させたりするならば、生産量土の増大は[付部経

済的諸関係が導びく以上rこ迷く作iとすることになるであろう。すくなくともか
かる想定を否定する静態経済的北関係は見当たらない。しかるに現実の動きに

芳目すれば、それは叙}:の3111論的推定とは反した勤きかたを示していることが

隠然である。例えば昭和30年代における哀珠生産量は昭和30f!三の 6，542貫から

昭和139年の 23，631抗へと 3.6倍の駒大古記録した。併しかく程の生産地7亡を導

びくに足りる程の価格の!l資質はなかったというより珠サイズ別にはともかく、

綜合真珠生産者側格指数はのちにみるように下向傾向を続けてきた。更にこの

間生産諸愛7素の価格は次の如く変化した。

自[Jち綜合的にみて生産諸婆素の価格は慨して騰貴を示した。カロうるにこの

問、漁場的環境の忠化~rJ:.特に三重県などでは深刻化するに去り、内部経済関係

の均衡を与える諸力は不利な方向へ移動 (νフけした。かくの如く移動均衡

論(又は比較情態論)的には経営をめぐる諸関係は概して生産の減少を導びく

真珠研究会報第523第4サ25頁「真珠の生産と供給 (1)Jの続編
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万向に変化するであろうという示唆を与えるに足るように変化をなしていると

いえる。 しかるに事実はこれに反して 3.6倍の生産の増大、供給の増加を示し

ている。この論理的パラドックスは静態経済学に依拠した移動均衡論てでは充分

に呈示することがIH71ミない所の生産と供給の動きを律する戎る者の存在を指示

している。

用材

製浮

京聞 か

七、

鎖

錨用ワイヤ{

( 4.5111111以下

核 {6111111 

17111111以上

ほ 貝

(核入れ
賃金{
(一般海事会員

船 舶

傭船料

;真珠生産関係資材、Jt-J役の勝賞状態

2.000 

5，000 

12-13 

25 

30 

1.500~2.000 

10，000 

200 

400，000 

80，000 

昭和初年現在 j 備 考|

450円| ひのき15年生 j

1，5∞I 1側 ;
300 I " 
120 I 11 

4，ω|拘錨 ; 

10.000 I 1丸75K9

17~20 I 3.7rJ 

60 i 11 

70 I 11 

1. 500~2 ， 000 I 10C掛 3.']K9 

2-30，000 I月額

600 臼額

']00. 000 I 8 HP 2トン

150，000 10万貝瀬戸内迄;

関連資料より作成した

ではそれは何か。か Lる設問から真珠義殖業におけ‘る「動態論JI発展の理

論jが導かれる。我々はこ Lに2つの新しい概念を登場させなければならな

い。即ち「革新J(“innovation")と「波及の時間J(“extentional tirne勺で

ある。 挿核と養殖方法に関する技術、生産手段の性能、経営の組織と管玉虫j去、

今までボトノレネックになってきた生産諸要素の調達法の新しき開拓などに拘れ

る「革新Jが展開せられれば、その「革新 jが従来採用困難となっていた内部

経済領域を採用可能な内部経済領域に転換するその程度に応じて業者にとって

「選択をなしうるI幅」が拡げられることになる。それと共に生産均衡点の形成

に参画する諸作用力の配置関係が変史せられるが、その変吏は「選択のなしう

る幅」の拡大の程度に応じて新しき均衡点を従来より生産量の:だなるところに

おくが如き変吏となるであろう。このように内発的発展の作用を考慮に加える
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とき静態論では充分に示すことが/l:米ない事態も解きうる場合があるO

次に「波及の時間Jが重要な意味をもっ。静態均衡論では始点を均衡化過程

の行きつくした状態におく。而して価格や他の外部経済的余件の変化が、均衡

点を如何に動かすかを示す。併しこの場合、考察の起点になっている均衡化過

程の行きつくした状態というものが冥珠養殖業の甥r合、庶史的、現実的にあり

えなかったし、日.つ今日でも一一徐々にその状態、に近づきつつあることは事実

ではあるが一一そうでない。真珠夜、摘をHiいての「手iJi問のチャンス」はこれを

地J;1i1.空間別及び、経営規模階惜別に分け、各セク乙/ヨンにおいて点検するなら

ば、すべて充分に利用されていないことがわかるO

一部のセク乙/ヨンでは「空席となっている不IJi聞のチャンスJVJ:予約んどない

が、他の一部のセクνヨンでは尚もって相当の空席が存私している。空席とな
っている収拠については「経験JI技術をもった労働者JI資本jの不足、又は

欠除、「不確実」ヘロコ警戒と「危険負担能力Jの不足、「漁業権」の免許に対する
政治的制限があげられる。これらの制限は個別経営の発、肢と共に、或いは冥珠

養殖業の発展と共に徐々に緩和がなされていくが異珠養殖業の均合特に一一技

術、経験、財務、能力が重要であるだけにー…緩和が充分なる点に達する迄に

長年月を要する。すなわち空席がj:lJlめられ産業のすみすみまでに均衡化の作用

力が行き尽くすまでには相当な「波及の時間」を必要とする。このような「波

及の時間jを考察のなかに入れる時、前記の論理的パラドックスは相当程度解

きうると忠われる。

以ヒの「革新Jと「波及の時間過程」を考慮に入れたJ:で、では我国立珠養

殖業の発展の機j手如何を問おう。以下我々は現実の歴史過程に基づいて「歴史

的、個性的」な存在としての冥珠養殖業の発展、EljJち真珠の生産・供給のノ夜間

過程を示していくが、本論での目的は原史の記述ではない。真珠養殖の歴史に

ついては水産研究会の研究や丹下手氏の研究がありこれにゆずる。我々は此等

研究に対し、何等かの迫力口、又はlIt'FiJを試みるものではない。我々は此等研究

や他の資料に記載された事実に基ずきながら「動態の機序」すなわち「過去j

→「現在J→「将米Jへの展開の論躍を呈示することを目指しているO

問題を次の立11くしぼろう。 L.Robbinstz二従えば経済なるものは目的への前進

が手段の不充分性によって制約されているとき発生するという。ここに目的と

ば真珠養殖によって実現される国民経済上、又は私経済上の利益であり、手段

とは技術、知識、経験、質と量双方において定義せられた生産諸要素の存在、

渡びにそれらを利用可能にする経営の、或いは産業の組織及び制度であるO 目

的への前進に対して予段の不ト分性がどのような作用の仕方で制約しているか
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につき、その作)日のfj今方についてはこれまでにすでに一応の出示をなし終えた

と信じる。問題は我国真珠養殖業がその発足以来、手段の制約を如何に緩和

し、又は克服して目的への前進を進めてきたかである。

問題は史に、(1)何者がj'~珠生，1\:，の革新と波及を如何なる機序をもって進めた

か、 (2)この問、産業内部!と如何なる¥j何回構造と養殖の地理空間的配置がどのよ

うに導かれたか、 (31これらを通して内部経済と外部経済それぞれの秩序はどの

ように変化L、均衡jえはどのように移動させられたかに区分せられるであろ

う。~にまた目的への前進過程は直接的には当該!宅業に与えられた外的j~I~崎の

炭聞に)，1:.:じてなされた、(1)平lJi閏のチャンスと節約の払との見付4的過i''Eであると
共に、 (2) この iÃ~>Rをまさにその実現された水準にまで進めた資本投下の過程で

ある。従って動態過程Vi単なる事象の経過ではなくして「探求」と「資本」と

産業の資産として蓄積されていく過程である。探求が控訴であればある程、目

的実現の万j去に関する iテクノロジカノレな可能'¥"1:の領域」は拡大せられ、蓄積
された資不7):盟百であればある程、 r "f能手IJI日可能となる範間jが拡大せ
られるということになる。タトtiワ環上克が不幸にしてかかる i舌勤 (activity)なし
め!-l{す程にJ出化する時は業は哀込せざるを得ないが、 j点民しつつある

必らずこのような領域、範聞の拡大を進めている。 市して時間という簡にかけ

られた過去の「利潤のチャンスと節約の探求」と「投ドせられた資本」が相互

に述関し合うところに現在の機序があり、さきに千段としてあげた技術、知

経験、質長双方において定義せられた生花諸要素の存在、経営及びr，[:'業の

組織、制度があるといえる。

我々の問題は真珠茶摘業について J:記したが如き観点からする成長と発展の

過程在過去の記述や統計ーから判断し、これより動態のi機j子をうることであるO

一区珠美子直2誌の庶史はi明治23年以降の慌史であるが、これは通常3つの段階に区
分せられる。第一は大正の終り悩までの時代であり、第二は昭和初期から第2

次大戦に至る迄の時代であり、第三(主戦後現在に玉三るまでの時代である。そし

て昭和130年代の終り頃から現在へかけて第四の時代ともいうべき発浪rilllWJが進

行しつつある。我々は必らずしも編年史的叙述を目指すものではないが、一応

このほ分に従ってそれぞれにおける発展の概要を示せば次の如くである。

a) 真珠養描業の成立過程(明冶~太正)

この時代の実態、については技術開発過程については多くの記録文献がある

が、経済の領域の資料が之しく、大部分不明である。勿論統計もない。併し次

の程度の状況把握はII-U米る。養子自真珠の生産は我国布の産業として発足した
が、その基盤は我国における天然主珠の生産にまbる。我国に志摩、大村、ごと
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佐、対馬など、の天然真珠貝の産地があったことは養摘のyiI}.事過程につき、敢えて

水底生物学的海洋学的研究の給与さをまつまでもなく或程度の可能性を実証して

いた。しかもそれが沿岸浪業の一部分領域として採捕され、天然真珠が採取さ

れ、貝殻もまたボタン原料として販売せられていた。 i1正女が潜水採tfliーするか、

漁夫が貝けた網で底引採捕するかしており、なまこやAá:~楽の採取と併わせて貧

弱な我国沿岸漁業のなかでも底辺的部分を熔成していた。従って養殖に要する

原料ほ貝の調達をなしうる基盤もまた慣行j魚、業のなかにあった。

どれ程あったかは不詳であるが、唐人貿易のノレートに来

って溶制時代から重視はされていた。特にl明治以降西欧との貿易が開かれるに

及んで、神戸、横浜に外人商社;が現われるに及んで、彼等が熱心にこれを買い

詰めた。彼等の本国では真珠に対する需要がのび、ぺノレ乙/ヤ湾、セイロン j誌な

どからする供給がこれに伴わないというのが実情であったから、我国における

賀付価格も1窃かった。例えばIlfji台20年頃の市況として次の価格が報告(段pJi務

省)されている。 i!頁珠ヒ等1匁200円より450円、制砂のものにでも 1匁3円

ばかりなりという。莫珠を箭うに20寄あり。 1番は2分2-3)豆、これは 1匁

200円、若し 1つ3分あれば1000円以上:、 2番は1匁 150円、 3番 100円、 4番

80円、 5番70円、これより 5円ドり、 3円ドりして細砂のもの 1匁2-3円に宝

る。 J勿論天然真珠の出現率は関川勝;rの調査によると貝200個に対して57個、
三重水試の調査で、も45，000個の貝に対して12，000個で数はかなり出るが、大部

分「ケνjであって重量的には;降、めてすくない。むき出し10，000貝当り4-5匁

(14.8タ-18.5ダ)といった所で、 1分 (4蹄冊以ヒ)の珠は2-3個あればよい

方であった。併しこれでも貝が鋭産しているならば相当の利益となったから志

摩、大村、土佐などでは採取が搭んとなり、濫捕による資源枯渇が問題となっ

ていた。かくの如く天然虞珠が熱心に求められ、旺つ疎んに採取せられたた

め、両者の間に[集蒐」仲買人が発生していた。彼等は真珠に対する外人の需

要の大きさ 特に大サイズの珠に対する需要の大きさーーを失Ilっており、こ

れを相当長量産しても販路に問題のないことを知っていた。

他方比較的大きい珠を人為的に出現させようとする「養殖」の研究と試みは

外国でない訳ではなかった。(中国では半円真珠の人工養殖を現実に「胡川珍

珠jとしてなしており、ヨーロツパでは真珠の成田に関する研究が戎程度は進

んで、いた。)これらは大学や試験場の動物学者によって早くから注目され、明

治10年代には彼等により人工養殖の関心が持たれ2-3の報告も出ていた。そし

て最後に誰かが哀珠人工養殖を試みるとして、その使用漁場は沿岸漁業全体の

目からみれば利用価値の慨して之しい奥まった内在宅で、あったから、複雑な漁場
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利用をめぐる権利関係の存イEずる我国沿岸海前iのなかではもっとも調達し易い

部分にあった。

以 kの諸事態を通観するとき、必然的に誰かがーかく千金を目指して玄a珠人

工養舶の試みをなずであろうという可能性が浮び上ってくる。沿岸漁民にはそ

の力はなかった。真珠の「築仲買人か、又は地主、綱元府が到物学者と結

合してそれを試みるという線においてそれが可能で、あった。

J;牧Ilの事実として、三重の真~*仲買をも含む海産物商人、御木本幸吉が東大

教授箕に人工養殖の可能性と原J:mを教えられて、]完成湾多徳島で試作を
開始し、明治26年ともかく事実的に半円殻付真珠の人工養殖に成功した。しか

もそれが一応企業的にも成江つ所まで[試行、鉛誤」を通した技術開発が進め

られたのであるO その原資は彼の商業利i間にあった。彼の役割は哀珠養殖を成

り立たしめる諸安田の的合にあっ7匂 ì~点、業法が制定されるやいち早く区画漁業

権を設定し、 j侍女をやとい、若い漁民を社員として試打ニに参加させ、京大珂.学

j二日立川政占などの学者を出入させて研究を行なわせ、桑原乙Jfの如き歯科医を

社員として挿核の実際を研究させた。そして販路の開拓には最大の精力が充当

された。結果的に御フト;本真珠はその後真珠の生産と販売に常に主導権をにぎり

企業的にも成功し、年により去はあるが逓伝すれば漠大な利潤を上げ、生産規

模を拡大した。

英!煮詰では神明地先に1.8 (同)2 の|三回i漁業1撃をもち、 ~l神地先に 1. 7(km)2 

の区IillI漁業植をもち、この他、波切、和具、浜島の村々のj魚、業組合に区画漁場

を設定させてそれを賃借した。更に7王ケ所湾には$i円真珠の技術開発と共に養

殖場8(km) 2をもった。 1数千卜ytの船と数百人の従業員が駆使され」その産額
は「大正初頭で、 5~6 万円、大正中葉で 2 ~30万円 j といわれた。

加工、貿易、小売などの両でも同様でロンドン、東京、大阪に営業所がもた

れ、 t!t人は彼を「良野|ミCEJと称した。それは志摩半島から熊野灘一円に及ぶ地

域の中では最大の企業であった。年次的には前後するが街j木木県珠のこのよう

な成功過程が朝日~J~に多大の刺激を与えた。しかも御木本思珠が自己の技術、

殖方法を「特許技術」となし、模倣的着業を禁じたため、より進んだ技術を、

特に真円真珠の創出会目指す技術「革新」競争が激しく展開せられることにな

った。進んだ技術をより速く開発して「特許技術」たらしめることが直接的に

ーかく千金!こ連なるとみられたからである。それ故この段階における

の歴史に「技術史Jが大部分を占めるのは故あることである。
頁珠養勉業の出現を誘発ーした諸関係のなかで最も弱い部分、前進への墜路で

あった部分が立珠を(特!こ「八面れいろうたるJ冥円主主珠を)すくなくとも
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業的行為の内容たらしめうるに足るほどの歩留りと確実性をもって出現させう

る「手続JI操作手]11則「処置法Jという;怠IJ求での「技術」の一応の完成であっ

たからである。この点:tE米産業や先進国のなかに基礎やモデノレがあった他産業

とはJ、日様を異にしている。
依拠すべき科学的原到!そのものが汚弱極まりないものであって、例えば桑原

乙吉の記載によると、貝のj抑制図が一枚あっただけというような表現がある。

法則性の発見にしても経験と独断から導かれた「勝手な解釈」の余地が多く、

これを初伝とし、その方法を「特許技術Jとして出版独占とするものが多かっ

た。勿論、 「硲実性」を欠いたのである。{井しそれだけに逆に「ーかく千金」

の妙味があって、街の研究家から大学一一試験場系の科学者、技術者までが、

々な経済的冒険家達と結んで集合散した。

集合離散のうちに技術が開発された過程は非常に畏い期間を要したが、結局

においてはもっとも原班的立脚点に科学性のあった西川政古一門の「大学一試

験場」系技術が勝手IJを収め、その「ピース式」哀珠形成法が最も確実であると

共に、従業員の習得が本易であり、 「大量生産には最も適合している」という

故をもって支配的な製法となった。

他方実業的には街]木本立珠の如く商業的流通面は確たる基盤をもち、その商

業利潤を養殖の成績に拘わらず投下し、自己資本をもって開発を進めたものが

勝利を得た。今日、街l木本県珠の当時の営業方法につき様々な批判をなすもの

があるが、その多くは一つの最も本質的な____..o.jt去を見逃している。 御木本真珠の

我国冥珠養描業における意義はi明治から大正へかけての生産の不服笑性が決定

的難点であったとき、それ故に生産業としては成立ち難い斯業を外部との取引

過程の巧妙さと「独占権益Jをもって存続せしめたのみか、発展させ、成功の
象徴として「ーかく千食」を目指して、或いは研究に、或いは荒業にとりかか

ろうとする者を長期間に渡って絶やさなかったという点にある。

庶史における「偶然」がと記西川一門の技術と御木本真珠をはじめとする養

殖業者群の間の関係にみられる。 1主]木本幸吉と西JII目安吉とは義父、女婿であ

ったが対立し、技術を御;j(本に波さなかった。彼が死すやその後継者である

1I:l昌世、四JII新卜郎等が技術を発展させ、特許技術となし、実施権を掌握して

御木本に対抗し、自己と連繋する後続業者に使わしめたのである。御木本票珠

は結局においてはこの「ピース式J真珠形成法の使用者に参加するをえている
が、西川一門の動きは常に御;十三本に対抗的であった。このことは真珠養殖のこ

の時代の発展過程に重大な役割を演じている。後続的清業者を誘発し、立地を

全国的にjj主ij自させるという過程に対して適合的であった。
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後続者の着業は三重、長崎、高知、和歌山に渡っているが、御木本真珠の周

辺にある英虞湾沿岸でl土真珠養殖の要領を矢口っており‘技術の研究をなしてい

るものが多かった割にはすくなかった。そこでは御木本冥珠の様々な「独占」

があった。大正末における業界リストより判断すると、英[実湾沿岸では後続者

は概して圧殺されており、三重県下では度会以南の南部海域や長崎県大村湾、

高知県if1j之内湾、宿毛湾、愛媛県平城湾、宇和島湾、和歌山県附辺湾に甚だ粗

に散開している。更にこの段階で早くも北村真珠の対馬進出、御:木本真珠の大

村進出の如き、広く他県にまたがって漁場をもっ傾向が現われてきている。こ

のように真珠養殖業はまず三重県英漢湾に開足したが、周辺に多数の業者を立

地させることなく、広く全悶的に散開するという型の立地をなした。

立地空間の広がりに反してその数は大小併わせて30にすぎなかった。この数

は生産の不時実性だけからでは剖切れない。この時代に真珠養殖業が身につけ

た「閉鎖性JI排他性Jが検討されなければならない。それは(1)漁場において

(2)労働力(==技術において)、 (3)販路において存在している。

漁場については、すでにふれるところがあったが、先進業者の漁場先占が急

進した。区画漁場は業者自身が設定する場合があり、或いは地元漁業組合に免

許をとらせて賃貸うけることもあったが、ともかくーたび漁場が特定業者の手

中に帰するとき、その変更は容易ではなかった。;真珠生産の安定的遂行という

基{礎的事項さえもが未確立な段階では漁場入手含めぐる競争も少く、地元とし

ても浩子の雇傭の機会が設定せられること、ほ貝採捕が比較的有利な漁業とし

て与えられること、業者・が支払う漁場料又は迷惑料が業者としては低額であっ

ても、地元貧村にあっては今まであまり漁業的利用価値のなかった海面提供が

もたらす迷惑に比して甚だ大に映じたことなどがあって、漁場先占は比較的容

易であり、しかもーたび入手せられるや業者と地元の漁場支配者階層との間に

結合が生じ、抜きがたい権益と化したのであるoiTtjして後続業者続出の気配が

感じられるや漁場をほ貝供給と共に独占してこれをおさえようとした。

労働力(ニ技術)については、技術の特許封鎖に合わせて、従業員の流出を

通して技術の漏えいが恐れられた。真珠養殖の技術は施術にしても海事にして

も、微妙な「体験で感得Jせられる部分が大である。挿核の要領、このリズ

ム、動作の順序などは、母貝の選択、挿核の部位とともに養殖成績を左右する

が、これらの技術は養嫡場内で無数の試みと経験を基礎として探求され、教え

られ引継がれていく。また漁場や養締法の如何が真珠の歩留まり、形状、色、巻

き、照りにどのように影響するかも、養殖活動の実際のなかで体得せられるよ

り方法がない技術領域であった。それは科学というより「流儀Jであったが、
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各養殖場では白己流儀の技術体系を作ろうとした。それは和平守主義であり、作

業場内の見学の立¥lきは許さなかった。従業員にも企業に対する忠誠心などで、人

間を見とどけた上で、なければ技術の要諦は教えなかった。

販路においても閉鎖性と排他は明らかである。彼等のうちあるものは莫珠

商人で、もあった。外人商社に売るべき真珠を自分で養嫡せんとし(1分以上の

真珠が如何に稀少価値があったかはすで、に述べた。)自分が主主殖した珠は自分

で外商にもちこもうとした。従業員に独立の意志をもっと独立させて一党とし

て系列化し、 ド詰的に哀珠を託こ殖させたりした。而して規模未だ小なるうちに

神戸に営業所をもち一貫業者的方向をとった。勿論長こ嫡専門のものもあり、仲

買力[i仁専門のものもあって、流通の場がなかったわけではない。また失s値のな

される「価格水準決定機関」が必要でもあった。このため大正8年から「入札

会JI交換会」が散発的に聞かれた。併しそれはあくまで私的なギルド的なも

ので、公開市場というには程遠いものであった。このような閉鎖性、排他性の

体質は今iニ|においてもまだ抜きY!fEくのこされているが、それは初期における顕

著であり、不確実性と相侯って後続業者の新規資業を圧えてきた。

思1'9真珠の生産はiZl'I川式技術をもって完成され、土予真珠の手により実業化

され、大正中葉より1.0分以上の珠が流通場担に現われるのであるが、この時

代の終結点、大正末頃の真円真珠養子直業の経営経済構造はいかなるものであっ

たか。この関係の資料は俗んどなく藤田正勝の「起業書Jが唯一のものである

が、これには相当疑問な点が多い。併し一応これを手掛りにすれば次の如くで

ある。施術を連年10万貝をなす経営が想、定されているが、これは今日の約50合

の経営に当り、零細規模とはいえぬまでも小規模経営である。この程度の規模

のものが企業的経営の目論みとなっていた。彼の起業書の記載事項により、こ

れに段々の推定を加えて、損益計算子きとパランスνートを作成すれば次の如く

である。

まず設備投資に(もし当初から年々 10万貝の施fr~に要ずる設備一切を整えて

おくとすれば)3:;56千円を要する。これは今日のそれと比較すると(貨幣価値

の下落率を考忠、して)約10倍である。設備の減価償却修繕背についても同じで

ある。すなわち驚ろくべき高価高額のものを用いていた。次に漁場料は年間2

千円が支払われいるが、当時の一小湾全海域の{昔用料とみてよく、これも規模

に比して驚ろくべく広い漁場の在住保を示している。労働力もこの程度の施術量

ならば施術、海事íJtわせて 5~6人もあれば充分であろうが、 17人をょうしてい

る。特に技術者4人を給しているのが目立つ。労働関係経費13，280円はこれも

今日の約10倍である。旅費、消耗品、雑費も約10倍とみなければならぬであろ
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う。母貝と施術数の割合は今日より粕低い程度であるが、価格は今日の小珠用

母貝に比すと5-6倍は高価である。併しそれよりもこの母貝に5厘核を2ケ入

れしかしていない。核代もまた 2倍は高い。
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このように今日的観点から挑めれば甚だしい高コストになっている。それだ

けに所要資本も著るしく大であり、しかも 5匝核の養殖に(今日では当然当年

揚) 3年もの養嫡期聞をみて、もつばら「巻きJによるナイズ・アップを狙っ

ているため、年々機能している資本は漠大となり10万円に達する。これは今日

の10万貝施術業者のそれの約20数倍とみてよい。以 I二の点検より次のようにい

うことが出来る。

綜体的に今日に比して8-9倍の高コストであり、その原因は(1)養殖期間を非

常に民くもつことによって珠サイズのアップをはかつている。 (2)生産諸要素の
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価格も高い、がそれと共に(3)内部経済的節約が甚だ不充分で、均衡点での最適

操業が未だ見出されていないと。併し、これらの高コストはそれにも拘わらず

よく償われえた。 5)]互核でも 3年間養殖すれば片側 1mmづっ、計2酬サイズア

ップは当然「巻き」によってばかりうる。従って1.0分程度の真珠は出来る。

4棚珠1.gKgの商品;真珠は浜揚2万貝もあれば充分であろう。施術10万貝に対

して浜揚2~3万貝は 3 年ものではあっても、それ程無理な水準ではない。而し

て4酬1.gKgが、 3.7g約100円(今日の100.000円で)享巻良質であることを考慮

しでも約100倍は高い)であり、売上げ5万円がえられ、企業利益1万3千円が

えられることになる。この利益率はコストに対しても資本に対しても非常に高

く、荒業を誘因するのに充分である。 併し漠大な資本の投下と 3年養殖の間に

発生する災害の危険度は甚だ高く、利益率は高いが危険の大な企業であるとい

えた。結局このような経営は経済的冒険家のなす営業であった。そこでは大サ

イズ(1.0分以上)の珠を作るという要諦が哀珠の高価格を背景に先行して、

「革新」が「均衡化jに優先したといえる。

b) 真珠養殖業の才1次的発展(戦前)

真珠養殖業は以上の如き版関手)1瞭を経て「産業」として成立した。これまで

の経済過程に均衡論的考察は殆んど無用である。一方に非常に高い一一恐らく

は天然真珠の生産コスト (採取費)に裏付けられた一一真珠価格と他方におい

て未完成な養殖の技術にもとずく機めて危険度の高い生産過程があり、順調に

所持1の真珠が生産されれば日利をうるが、失散すれば一朝にして産をなくすと

いう事態、があった。しかも漠大な資本投下を必要としたことはすでに述べた。

それは経済的冒険家の活動する世界で、あった。彼等が現われては消えしただけ

で、業者数は大正末年に33、珠生産量は67万個と「産業Jとしては甚だ{IIIびな

かった。そこでは内部経済的な「最適企業J(“optimum firm")の確立、外部

経済的論与件への最適の適応、を細かくはかつていく段階ではなかった。順調な

生産がMif呆せられるならば高コストは高価格の影にあって欣えて障害ではなか

った。

だが技術が徐々に完成されてき、挿核前処置に「卵抜き法」が、貝養殖設備

に「木tt告式筏Jが、冬期の冷潮に対して「避寒jが開発され、行なわれる養殖は

著るしく安定化の様相を呈し始めた。かかる安定化の進行と共に新規着業を志

ざすもの、及び生産量の増加をはかろうとするものが漸ゃくにして多数現われ

始めた。このような傾向の分水嶺になったのが大正の末葉から昭和3~4年へか

けてである。而してここに次の障害として現われたのがすでに述べた「閉鎖性J
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「排他性」であった。

かくして要素、生産物双方における市場を「閉ざされた体系jから「開かれ

た体系」にする運動が、中後進業者によって主として三重県で行なわれた。換

言すれば「独占の秩序Jに替って「競争の秩序J0::得ょうと試みた。それは真

珠養殖業が発展するうえで不可避な必要な過程であった。すぐ後に述べるよう

にこの市場秩序の変換は「不完全にJではあるが或程度は行われた。その上に

?とって生産競争は急速に展開し、生産(供給)は著贈する。この点を前記「革

新J(innovation) と「波及J(extention)の問題に照してみればいかなるこ

とがいえるか。

IliJの段階では「草新Jの試みは常に継起したが「閉ざされた体系」を指向し
たため「波及Jの作用は甚だ不毛であった。これに対して本段隔では冒頭の市

場の「革新jを基盤にした「波及」の作用の展開であった。もとより「革新J
がなかったわけで、はない。技術面のみからみても、例えば7仰以上の核を入れ

て8~91nmの大野|ミを養成することは従前には及びもつかないことであったが、そ

れが可能となった。このほか技術、組織、流通において幾多の「革新」はあっ

た。しかし本段階の特色はすでに開発せられた「大*[iy1Jの「波及」の過程にあ

り、敷かれたレーノレの上での細部の改良と量的な与件への適応であった。

この当時の閉鎖的独占の最たるものは仰木本真珠のそれで、あったから、運動

はまず御木本に対する「独占の排除Jとして現われた。すなわち真珠養殖業の

後続者達が結束して漁業組合に御木本真珠に対する漁場の一括貸与とほ貝特売

を止め、最高の地代、最高のほ貝価絡を支払うものに入札又は他の方法で貸与

又は販売することを呼びかけたのである。すでに御木本名義で区画漁業権の設

定がなされている漁場にあっても、免許のりJ換時に更新継続することを止め、

漁業組合名義に権利を変え、広く公開入札にすることを提案した。英虞湾沿岸

での恰かも小作争議の如き様相を呈した「漁業権奪還運動」はこの動きの中で

最も尖鋭な形態であるO 後続者逮はこのような経過のなかで日本真珠組合を結

成し、これが!丈独占運動の主体となった。

度会郡!何程湾で大正15年争わわした臼本真珠組合対街]木本真珠の漁場争奪にお

いて、同総合が表明した五ケ条は漁場問題に対する主張をよく表わしている。

彼等は要するに「白分達に漁場を貸してくれるならば御木本よりも数万円の漁

場料を支払い、且つ地元村氏とよく協調して村氏に対する雇傭の場の提供も御

木本に比すれば格段に多くを与えるであろう。何となれば自分達は技術におい

ても御木本を凌駕するものをもっているうえ、漁場利用の集約度が非常に高

い。すなわち御木本は漁場を広く持っている割には養殖数量が甚だ小であると
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いうぜい沢な漁場利用を行・ってる。であるから御木本に使わしめれば到底自分

達が払ってもよいと思っている漁場料を払うことは出来ないし、村民の媛i皆~量

においても自分達には速く及ばないのである。かくの女nく自分達は員村の利益

と発展にどれ程よく氏献しうるかの点で御木本と競争せんとするものであるか

ら、街l木本の言う道路や水道を作ってやろうといった好餌巧言に欺かれること

なく、堂々と公入札により漁業権の貸付をなしていただきたいのである」とい

うことを詐えたのである。

母貝の特売契約(御木本以外には売らないとする契約)に対しでも問様で、

特売契約をもっ漁業組合に対して高き価格を提示して、その{波棄を訴え公入札

による入手を実現しようとした。大正14f!三には3.7K';i 2円であったほ貝をこの

運動を実現せしめるために5円まで出し、特売契約を破棄さぜたのである。

「技術の使用J公開化の問題はこの反独占気運のドに急速な解決を示した。

藤田昌世、西川新十郎といった西川式の特許の管理者連が日本;頁珠養殖組合に

参加し、反御木本戦線に加わったからである。日本冥珠養殖組合の内部で技術

使用のあっせんが行われ、大多数が特許の実施を許諾せられた。更に特許権者

と業者との聞に統一的使用契約を結ぶことが名分となり、のち(昭和3年)御

木本を含めた大日本真珠組合の成立に導びき、この時をもって 1貝1銭の統一

料金で組合員全員が使用出来ることになった。

製品の販売においても莫珠総合が入札会を開催した。この場合にも笹[J木本真

珠との間にあつれきを起している。日本真珠養殖組合が入札会を開催して、全

国の真珠宝石商40余名の参加を得「非常なる好況慢に拾弐万五千円の売上を見

た」ことを知るや、私IJア!三本真珠は自己の取引先との間に別個に三重真珠組合を

結成し「組合員は御木本の入札会以外の莫珠入札会に参加するべからず、他業

者より冥珠を購入せんとする場合は示談取引によることJなる取定めをなして

対抗しようとした。併しこの問題も大日本冥珠組合が成立した段階が解決をみ

ることになる。

上記の動きは産業の成立にとっては最も基礎的な「市場」秩序形成への動き

であったが、この出での前進によって後続者逮の追随的発展が可能となった。

もとより、それは甚だ不卜分、不完全なものであった。一部先進業者による

「漁場の独占的占有」並に彼等が養殖加工、貿易を兼営していることによる

「製品取引における購買独占型市場秩序」は今日においてすら著しいものがあ

るのであって、ましてや当時の改善の如きこれを過大評価してはならない。併

しともかく技術の解放に併わせて漁場の入手に、ほ貝の調達に、製品の販売に

「競争の秩序」が曲りなりにも出来かけてきたことは自白競争展開のための外
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部経済の確立を意味するものであって、この聞かれた路線のうえに前記の「昭

和初頭から第2次大戦の前夜に至るまでの顕著な発展、成長」が展開せられた

のである。

昭和元年から真珠養嫡が宮庁統計のなかに現われるが、このとき真珠養殖の

現勢は業者数回、その養殖場数 114、真珠生産修l数 669千{固という状態にあっ

た。それが昭平11l2~14年には業者数274~289、設嫡場数302~365、真珠生産個

数10，482 ~ 10，887千似にまで増大し?と。 この成長の内等には二つの方向があ

る。

第 2 次世界大戦f~íjにおける真珠生産の動態
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一つは既存業者の漁場拡大と漁場利用の集約化として進められた生産の拡大

であり、他の一つは後継者の着業を通して行われる生産の拡大である。この期

間における生産拡大の笑質部分となしたのは小数の先進業者の生産拡大の部分

であったが、この期間の後続的荒業者逮が戦時の中世rrをえて、戦後の再開がな
されるやその時の先進業者として発展の先導的役割を旧った者も多い。
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我々がこの段階の成長過程!を与1'1ニ適応的発展で、あったというのは技術体系の

一応の完成、競争的市場機構の一応の終備のあったあと頁珠養殖業は他の沿岸

i魚、業と比する時は勿論、一般他政業に比すとも利益王手の大な部門であり、生産

規模の拡大が行われたり、新規着業者が続出したりするのは当然の状況下にあ

ったからである。制限は資本の不足、経営者の経験と技術をもって労働力の不

足であり、これらの不足が解除せられる限り生成の拡大は進行した。そして生

産の拡大は資本、技術、経験の点から新規清業者におけるよりも、先進業者に

おいて一同容易であったから、それは当然冥珠養殖経営をピラミツド状の階層

構成に導いた。

昭和7年当時における真珠養殖経営体の階間構成

手術

10 -50 l l 160，00O J (31.9) 
5 -10 6 l 7 416，000 (20.1) 

2，_. 5 12 5 17 487，∞o (23.6) 
1 - 2 2 12 14 181，000 (8.8) 

l万貝以上 8 52 60 323，600 (15.6) 

30 70 100 2，067，600 (100.0) 

丹下学氏が昭和7年度特許実施許諾料控(西川文書)より試算じたものである。

仮し御木本をはじめ特許権者との特別関係より計諾料の支払を:突しないものは含ま

れていない。

;真珠養嫡経営における「階層分化 iは当初において「多数の小規模経営の一

段な存在」があり、このうち「資本や技術において優越した経営」が他の大多

数の経営から土地労働を奪取し、競争を通じて導かれたとは云い難い。また大

規模な経営が小規模な経営に比してコストにおいて勝っており、このコスト商

における優越性が大規模な経営の存立基盤をなしているとも云い難い。土地、

労働、資本それぞれの生産性において測定せられた「経営能率」が大規模の方

が小規模よりも高いとは云い難い。ピラミツド状の階層構成は先進業者が後進

業者と競争ムすることを寧ろ「避ける」形態で外に発展することによってもたら

された。真珠美殖に高き利益不を与える諸関係は多数の後継者の着業と小規模

業者の生産拡大を誘発する。これらはすでに先進大規模業者によって開発され

-25ー



た既開発地に集中して起ってくるo l'ミき利益率は先進大規模業者にとっても同

じく生産j広大の誘引となるが、彼等が向じ土地でそれをなすとき、それは後続

者達との激烈な競争の展開とならざるをえない。後続者逮はより低き利益をも

って満足するが欣に漁場の入手において、ほ貝の調達においてより高き対価を

支払う用意な示し、また高き労貨を支払うか低き自家労働報酬で働く用意を示

したからである。自分達の開発した漁場に対しかくの如く後続者の割込みの出

現に直面した彼等は生産立地の重点を他の地域に向け、広範な立地の外延的展

開をもって生産を拡大したのである。この点を今すこしlE仰にいうと漁場開発
白体はいち早く核入れ技術の開発、養子l直方法のi奨栄のi砕代においてそれらと併

行して行なわれていた。

例えば御ァドニ2j(真珠の漁場開発は明治20~30年代の英虞湾各地に続いて、明治

41年五ケ所湾(三重県)、 六正1~12年神前、古和、引本、資[:E[ (三重県一五

ケ所湾以南の熊野潤[沿f一子、の各湾)、 UJ辺湾(和歌山県)、大村湾(長崎県)、 じ

尾湾(石川県)、石垣島(沖縄)、 パラオ島 (マージヤノレ群島) となされてい

る。他の業者についてもこれ程著るしくはないが、先進業者といわれる程のも

のならば多かれ少なかれ同様のことがいえるのであって、昭和元年における業

者数が33業者であるのに対してその養嫡場数が 114場であることがこれを物語

っている。併し彼等はこれらの j魚、場を高度に利用していた訳ではない。英虞

湾、大村湾など生産、の主力がおかれていた漁場ですら、その海市i利用は甚だ粗

放であり、他の養殖場てeは試験養鋪の域を大きく出るものではなかった。それ

が昭和以降主産地の後続業者が多く出るに至って、漁場の一部を彼等に明け渡

さなければならなくなり、残った漁場を集約的に利用すると共に、他地区のそ

れまで試験養殖程度にしか用いられていなかった漁場へ向けて生産の重点を移

行させようとしたのである。

以上の関係は発展が一層進むと中進業者もがうlじ進業者の出先漁場の周辺に漁

場を求めて進出するという事態が起り、またこの段階になるとこの新漁場周辺

にも小さな新規着業者が現われてき、旧産地同様の形態がもたらされることに

なる。このような漁場展開を軌軸とする、 (1)階層格差の拡大再生産と、 (2)産地

の形成は真珠養殖業の産業的個性を与えるものであるが、第2次大戦前にはそ

れは充分な展開を見せるまでには至らなかった。多くの新規業者の荒業をみた

のは三重県英虞湾周辺においてのみであり、発展の「噴出」があったのもこの

地域周辺におけるのみで、あった。他の地区においては三重県にみられた如き母

貝採捕のための海女漁業の発達が充分でなく、また「閉された体系Jから「開

かれた体系Jへの変化が充分でなく、散発的な勤きがあったにすぎなかった。
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主主来養殖業者には仲買又は加工兼営業者が多い。この点を過去に遡及して検

討すると当初から然りである。彼等には大きくいってこつの系譜がある。その

一つは商業者であり、天然真珠をも含めた真珠の商業利潤を基盤とし、またそ

れを目論んで真珠養嫡に千を出していった人々であり、今一つは何らかの勤械

で真珠養殖技術に関心をもって白らそれを研究して日己流儀の技術をもち、そ

の注業的実現をはかるべく反珠養嫡に千''2:If-:していった人々 である。制j木本幸

、高島末五郎などは前者に属し、西J[ 、旅田昌世、小林7j作などは後者

に属する。 併しこのような医別で引j切れないことは他産業と同じである。

営業利潤を実現するためには真珠のE!?富な「自家宅が必嬰であり、手!日1唱
の大きい真正R良質の真珠を作るためには、他の何事にも優先して技術導入、技

術開発、技術員養成、漁場開発言と白ら行なうことが必要であった。そしてその

過程の中で「技術者-クループjがと1:じたのである。技術家達も真珠養殖業が1仰

木本を除けは小企業の段階に止まっていた状態のもとでは、白から経営者とし

て企業におもむいたのは当然であった。ここまでは政て問題ではない。

問題は彼等が商業資本lC.対する産業資本の位置を指向し、商業資本の生産支

配からの独立という途を歩-まずに、進んで仲買加工貿易の1'f'間入りをなしてい

ったことである。実際従I~Û三重や長崎に居住していたものも神戸に商館を備

へ、養池場は場長に任せて白からは自家生産の珠と後進小業者の珠をf井わせ、

これを処分する「営業」活動に従事することになったものが多い。このような

哀珠樹の養嫡兼営、養F直業者の:頁珠[荷兼営は「真珠産業では中小企業の段階か

らすでに専門化の利益よりも統合の利益の方が強く働らいていた」ことを物語

るものであって、;真珠産業の特色をなしている。

真珠を営利経済行為の対象として取り扱う場合、真珠のその独特の商品学的

性格から他虚業では見られない微妙なるところに「営利の妙味」が存在する。

珠のナイズ、形状、キズのイ~ )，lI!i、色、巻き、照り等が品質の良否の決定要件で

あるが、良質のものと粗思なるものとの間には各段の価格差が存在する。それ

放に優良品を生産する技術が決定的な重要性をもつが、それと共にJ;j;の価値左

鑑別評価し、間程度のものを揃えてネクレスなど真珠製品をつくり価格を設定

し、売捌くという過程においても機械的には処盟し得ざるところの高度の熟練

と才能を必要とするものがある。かくして生産だけ、或いは加工流通だけに営

業領域を限定することは半分の「営利の妙味Jしか探求しえなくなり、不充

分、不満足なものとなる。市!易機構が不完全で競争が充分働きえない状態の下

では就中然りであるといわなければならない。これが立珠商人の養殖兼営、養

殖業者の力IJ工貿易業兼営をおし進めた根拠であろうと思う。養殖一加工一貿易
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の一貫業者であるには、併し経験が豊富で且っすくなくとも養殖か加工貿易い

づれかで成功者であることが必要であった。先進的荒業者のうち経済的淘汰を

経て生残つれ者の到達する形態が「一貫業者jであったことは叙上の如くであ

るが、それは階段を登りつめた業者の最終的に至るパターンとしてその後今日

まで残されたのである。

かれらによって養成された従業員が「のれん分け」の如き形態で漁場の割愛

や資本の提供をうけて独立し兼業をなした場合が存在する。この場合は製品の

販売も主として!日主人筋になされ「下詩企業jの性格をもち「系統Jなる言葉

をもって称される。勿論彼等がこのような漁場的資金的結合を旧主人との問に

もたず独立して小規模な独立小商品生産者として渚業していく場合も多かった

し、沿岸住民の中の小資本所持者(商人、地主、網元)が彼等;を雇傭し、或い

は彼等と連繋共同して着業するという場合もそれに劣らず多かった。併しこの

場合にも一貫業者との聞に上記「系列 i的関係を多かれすくなかれ持つ場合が

法通であった。これが後続的荒業者連であるが、その発生はすでに与件創造の

段階を終った与件適応的発展の段階においてあり、地元住民荒業の段階におい

てであった。真珠養殖業は地元沿岸住民の生みだした産業でないことはすでに

明らかであるが、三重県でも真珠養殖に手を出すということは「健実な経済」

を目論む者のせざる所であって、他所からやってきたー獲千金を目指した経済

的冒険家のなすものとされていた。ただ危険、不確実性が漸時的に薄められて

いくに応じて地元の人々の蒼業が進んだのである。

経済的冒険家達による散発的着業の段階から地元住民の大量澄業の段階まで

進んだのは地域的には三重県、それも英虞湾周辺のみであった。他の地域でも

第二次世界大戦前の発展が更にもう 10ヶ年も継続していたならば、三重県伺様

の展開があったであろうと信じられる。現実にはこの期間があまりにも早く終

りを告げた。翼珠養殖の技術が大きく地域住民に植えつけられないままに、ま

たその技能をもった労働力と地元の漁場資源を結合して地元の中小資本が胎動

を開始しないうちに、吏に彼らの動きが前記の「閉された体系Jから「開かれ

た体系」への変更の運動にまで進展しないままに哀珠養殖業は急速に慣況を一

変させて有利な産業ではなくなったのである。

急速な発足主を誘発していった与件は発展の進行と共に急速に崩れていく運命

にあった。すくなくとも 3つの方向からボトルネックが生じる可能性があっ

た。第一は漁場狭臨化が地代の騰貴をもたらし養殖業者の利益を奪ってしまう

という傾向である。主産地三重県では後続業者の続出と共に、漁場を漁業組合

から入札により賃借する風を生じていたのでこの問題は最も顕著に現われて
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きている。 併し漁場料の作用が発展の積板的な如JIIlJ:要閣になったとはすくなく

とも戦前段階ではいえない。

真珠一等品3.7[1価格の市古lli変遷表

穴正8年 大正12年

0.3mml 3∞ 200 80 I 25 6 3 

0.6 I 7∞ 400 I 100 お 5 3 

0.9; 1，000 I 700 120 I 30 4. I 3 

1.2 1，2∞ 1，000 130 I 30 I 4 i 2. 

1. 5 1， 500 I 1，300 150 I 30 I 4 I 2. 

1. 8 1，8CO I 1，500 i 150 I 30 I 5 ! 3 

2.1: 2，200 I 1，700 ]印 30 I 6 i 3. 

2.4 3，0∞ 2，000 2∞ 35 I 7 I 3. 

2. 7 I 3， 500! 2， 500 230 I 40 I 8 I 4 

3.0 I 5，0∞ 3， 000 250 I 40 I 10 I 5 

4. 5 ， 5，000 I 400 I 80 I 25 I 10 

6.0 800 I 100 I 40 15 

6.9 該当する L 000 I 120 I 50'， 20 

9.0 サイズの珠の 300 I 100 I 40 

1山0.5 l 産出なL jl 2m50 21∞ ∞ 

木表は三重県志摩の養殖業者、小林票作が自己の販売記録と磯和、森本、島村、

六月、高島、摺i二1、7'(:I:f1l等の養殖場の記録をもとにして作成したものである。

第二は養殖原料であるほ貝の産出量の稀少化の傾向である。戦前の真珠養殖

は母貝を天然に産出する真珠貝の採捕に依存するという意味で‘養殖漁業として

は未完成であり、天然、莫珠の採取と戦後の恵珠養績との中間にあった。採捕さ

れた貝の「挿核」と「養殖Jによって天然の莫珠貝資源(rj:決定的に節約せられ

たにせよ養殖業自身が飛躍的に発展し、施行量が増大するとほ貝の資源量は再

び発展の制限となる筈であった。併し現実には戦萌段階ではなおその状態にま

では到達していなかった。母貝の採捕は沿岸漁民の有力な漁業部門として発達

せしめられ、大正末から昭耽初頭へかけては相当な価格急騰があったものの、

その後は価格下落の傾向をとっているのである。

第三は真珠価格の下落傾向であり、これが第2次世界大戦前の発展にブレー

キをかけたのである。三重県の真珠養子直業者小林高{乍が考訟して類型化して示

-29ー



した真珠一等品 3.7タ側絡の ([1価変遷表によると大iE8弘には3mm以下の陸珠

ですら300円から5，000円という非常なる高価格を呈していた。養殖技術が完成

をみていない段階では「息円真珠は 1思玉でも 1，000個中から 3個出れば養殖

は大利益であるJ(明治43年)といわれたのであるが、西川一門によって「ピ
ース式」緊珠形成法が一応の完成をみているこの時代でも、産業的に良質大J;!fミ

の哀珠を量注することは It:米なかったので、ーと記高価格もそれが一等品の価

格であること、かかる一等品の出現の歩留り、重量のない!豆珠3.7Cjを生産す

るための生産背、1t.びに冷汐、赤i夕、書敵などによる大量児死の危険性などを

考慮するとき当然の高帝国絡であったといえる。

真珠入札会に現われたる真珠fi1fi械の変動

出 品 質 l 落札価制 I3. 7 g 価格

9 千円
33，300 328 36. 

28，053 146 19.6 

5.11 1 12，622 36 10.6 

7.11-8. 1 3 31，166 i 75 9. 1 

8.n--9. 3 4 77.606 120 5.8 

9.10-10. 4 7 201，093 273 5. 0 

10.10-11. 5 8 345，431 290 3. 1 

11. 11--12. 4 7 428，943 303 2.6 

12.10-13. 4 7 642，693 358 2.0 

13.11--14. 4 6 844，743 369 1.6 
一一一一一一一一一一一一一一

真珠組合及び真友会主俗!入札会の入札成績による

しかるに伊核の技術の方法が改善せられるに及び良質、大珠のミの

ミミjみになった。なかんす、く j{i里子治:三(芳三)が従来の!豆珠に比すれば飛距的な

2分3I<1I(7棚)という大珠の生産技術を開発してから、全く i回目が一新せられ

ることになった。このことは逆にいえば一定の品質、品伎をもった真珠一定量

の生産費の飛距的な切下げを意味していた。而して替うるに真珠価格の低落傾

向が導かれた。価格ド落は天然真珠に替って養殖真珠が真珠製品の主流とな

り、欧米諸国の大衆上層に販路を開拓するためには必要の道程であって、それし

自身特に問題なのではない。養殖真珠が天然真J;!fミと消費市場で区別され来別待

遇をうけたことはすでに記した。問題は生産費低ドと価格下、話との相対関係で

あった。生産費の低下が価格下落よりも急進するときは嵯業の利益率は当然大
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となり、逆であるときは当然に利益率は小となるO ところが産業が技術革新を

動因として発展する場合、これも日明のことながら革新の進行する過程では、

価格下落に比して価格下、落が著しく、革新の成果として大量生産の進行する過

程では生産費低下に比して生産費低ドが著しいということになるであろう。両

者の分岐点ではまさに利益率は極大となり、この状態で、生!主拡大の誘引が最強

に発せられる。真珠養殖業のJ場合かかる分政点が大正の終りから昭和の始めに

かけて存夜したと思料せられる。かくの如く莫珠の価格は生Ji4~費の低一下以ヒに

著しくド落していった。

再び小林菌作の一等品3.7ダ価格市価変遷表にもどると、 3m間以下のj豆珠は大

正8年頃300-5，000円が大正12年頃には 2.-30%の低落をみせ、昭和3年頃に

は80-250円、昭和7年頃は25-40円、昭和12年頃には4-10円程度にまで下落

をみた。 5加盟の小珠1"1大iE中葉には殆んど生産がなく価格も不分明な程であっ

たが、大正12年5000円、昭和3年400円、昭和7年86円、昭和12ft三25円という

価格が与えられている。 6仰の中珠、 7棚以hの大珠は昭和に入って漸く出現

するもので、従前ならば天然真珠の中に阪めて稀に存在しダイヤモンド同段の

価値ある存在であったが、これとして昭和3年300-1，000円、昭和 7年100-

300円、昭和12年50-100円という且つての恩珠以ドの価格にまで低落をみせた

のである。

また品質等級の如何を問わず、珠サイズの如何を問わず、真珠入札会に現わ

れた 3.7タ平均落札価格をみても昭和321三36.9円、昭和5年10.6円、昭和8年
5.8円、昭和10年3.1円、昭和12年2.0円というド溶傾向が示されている。この

ような価格下落の到きは急激な成長が世界恐慌のさなかに行なわれたという事

情を顧慮せねばならないであろう。併し恐慌は「生産縮減jの命令を与えるど

ころか逆に真珠養殖業が他の萎調した産業に比して尚利あることをきわ立たせ

多くの潜業を誘発したのである。また施計百1貝当りの利益率の低下を施術:量の

i増加をもって補うという方向に業者を追いやり、一層に生産量を増大させ、従

って価格を下落させるという傾向を生じたのである。

このような動向に対して業者間に反省が生じなかった訳ではない。カノレアノレ

を結成し、英国のダイヤモンド政策を参考として「生産並に販売統制」を加え

ようとする動きはあった。大正14年結成せられた「日本真珠養殖組合Jは昭和

3年「大日本真珠組合Jに改組せられるが、この組合は「閥川式特許技術Jの

統一的行使契約を所管すると共に、この特許を手段として新脱落業を圧へ、生

産拡大をj王えようとし「特許統制組合」と呼ばれた。 I大日本真珠組合」は昭

和7年「日本真珠養殖主総合」に改組され統制団体としての性格を強めてい
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くのであるが、結果において生庄単の自主規制は成果をあげることが出来なか

った。生産の拡大は利益三号、又は赤字に至るまで続けられたのである。過剰j生

産による価格の下落は昭干L1l2~14年頃をもって増産に停止を与え、以降廃業者

の続出と生産減退をみるに至った。

value 

真珠価格・生産費・生産量の関係 生産指数

prouuction mdex 

¥、
産
山
生
山U
 

O
 

生産費

フリE4 5 6 '1 8 9 1(¥ 1112 l? 14詰1之 つ 4~， 6 891011121314151617 

この段階においては、叙]二の経過からもl明らかなおIく、経営の合E里化が進め

られた。 1競争の秩序jと「真珠価格の急速な下落」が必然的に経営の内部経

済関係を細部の節約におもむかせた。また関連産業の発展が生産要素の価格を

引き下げ、外部経済的節約をもたらした。前の段階におけるが如き高コストで

は今や真珠養殖業はなり立たず、すくない売上のなかで企業にふさわしい利益

をあげるための低コストが指向せられた。それがどの程度にまで進められたか

を示す資料は乏しい。 併し様々な文献からえられる雑多な資料から、ともかく

損益計算書とバランスνートを作ってみれば次の如くである。 日時代は昭和10年
前後とし、経営規模は筏約100台、年々10万貝を手術する当時としては中規模

経営をモデノレ化する。

次の如くである。

このモデルがどれ程に当時の経営の一般的状態を示しえているや否ゃについ
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ては批判を仰ぎたいが、我々としてはかくの如くではなかったかと信じる。大

正末葉のそれを比較していただきたい。どこがどのように変ったか。

真珠養殖創j成期の損益と財務

f員

同貝費 l∞0〆 ;1等 375ff

2，000 I 125円 2，5∞
核費 10万{日I333! I 2等 7EOff
設備資 /J，I 8円 1.印O
陸上建物設備 i (3等 2，500ff

200 I珠I3円 1，8∞
備品船舶 250 i Iすそ珠

筏関係1.000 I 3， 750 ff 1. 0∞ 
貝収容結実質 I ¥(計) 6，900 

1.600 i /1男子 187ff 

償却J{I彦総費計 I 40円 2，000 

(3，050) I I 2等 56lff

労働費 1 r~ll 12fIJ 1. E.OO 
1官僚従業員10人 1/3等 1，870ff

3.印o珠I6円 3，∞o
臨時人穴 300日 i Iすそ珠

210 1 I 2， 590 fJl， 4∞ 
計 (3，810) 1 ¥ (言，) 8，200 

漁均料 300 I r大貝には3-4.5州
特許技術使用料 11核2ヶ入れ 3万3千

500 I}貝
~: 11ノト貝には3-6m11l核
18l) 11 
UU  111ヶ入れ 6万7千貝
2.000 Il養殖期間 2-3年
150 I ，""".""'，~，，~ "'，'，，，~，. 

1 I期間資産階減¥
2，277 1 ¥なし / 

負債

[，11[定資産

陸 lニ建物その他

2，000 

備品船舶1.500

筏関係 2，500 

貝収容器類

3，100 

計 (9，100)

;在庫fJ=捌品

ほ貝 1，000

施術貝 19，400 

資材在庫 500 

計 (20，900)

貨幣的資産

10，000 

借入金 20，000 

自己資木 20，000 

40，000 I 40，000 : 

設備投資においては約20-30%の節約がなされ、その減価償却修繕費もまた

同程度の節約がなされた。年々10万貝の施術をなし、且つ2-3年の養嫡期間を

もとうとすると、金綱かごは 1かご25-40貝収容するとし、木枠式筏1台に70
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-100かごを吊下するとして、 100合の筏と8，500個のかご、が必要となる。杉又

はt曾の間伐材は 1本 1円程度であるが、このほかワイヤーロープ、錨、それに

何台かに 1台の貝掃除用屋形筏を合すと 1台50円程度の取得原価となる。かご

は1個7-80銭である。陸上設備は挿核工場、 i従事作業場、コーノレタールがま

のほかこの程度の規模になると従業員宿舎がいる。一般にこの段階でも今日に

比すると回定資産関係の経費は未だ著しく高い。併し使用数量については今日

の状態の1.5倍程度には接近しているので、高コストは主として価格の高さに

よっている。原料費(母貝、核)については如何。 1す良の場合 100掛平均とし

て3.75Kfi'3.5円であったのが、 2円程度に F落している。!辻貝価格は新規荒業
者の出現の始った昭和初頭に異常な1I進貴をみせたが、その後沿岸漁民のn貝採
捕が養殖の進展以 i二に盛んとなり、戦前最感i時の昭和10先前後には2.0円程度

にまで下溶した。このレベノレは今日の価格と同じである。核はこれも価格にお

いて前期に比して 3分の lに下落した。この段階の核価格は今[二iの価格よりも

むしろ低い。要するに原料費については外部経済的に関連産業の発展が低廉な

供給をもたらし、調達価格の点で著しい節約がもたらされた。 LB:貝を手術の前

に「ハネる「ギは殆んど問題になっていないところからみると殆んどなかった

と思われる。

労働J費は前期の13，280円に比してこの段階では 3.810円で約3分の 1に切下

げられている。人数において 17人から 12人へと節減され、賃金率は年額平均

850円が320円に切下げられている。その差は労働能率の向上もあるが前期に必

要とされた「技術者J (今日いう技術員ではない)が技術の「波及Jと「規格
化j と共に不要となった点が大きい。賃金本は常従従業員(挿核工、海事員)で

年額320円、臨時貝掃除人夫で日額70銭という水準は低賃金ではあるが辺地農

林水産業のなかでは特に低いとはいえない。特に核入れ工の稀少性は未だ著し

く他のがj績女工などよりは高率であることが出意されなければならない。

漁場料は漁場をめぐる業者の競争が著しかっただけに、海面一単位凶積にお

いては前段階に比して数倍に]二界しているのであるが、これまでのー湾全域の

借入といった占有形態が崩れてき、必要な海面部分だけを併りてこれを集約的

に利用するようになり、漁場料支払額は逆に著しくすくなくなっている。経費

総額1万5千円のなかで300円という額はそれ程大な負担とはなっていない。

利子については所要資本が以との如く経費諸側面で節約せられたため、ま

たサイズの大きい核の挿入が開発されたため、以前程「巻きJによるサイズア
ップをはかる意義がなくなり、小厘珠3年養殖といった甚だしく長い養殖期間

が改められたため施術貝形態でもたれる資本がそれだけ切下げられて、著しく
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節減せられることによって、利子負担もまた著しく切下げられた。併し2，000

円という額は一一自己資本、借入資本の比率を50%として 未だ売上に比し

て著しく大な一般管照貨をなしており、この面で依然著しく不安定な産業であ

る。

これに)(jして売と=浜場良珠量は著増をみたが、価格において激落をみたた

め、前段階の 3分の 1以 Fとなっている。大正末葉では10万貝の施術に対し、

1. 870 [J の哀珠の浜喝しかなかった。 1.5酬核 1~2 ケ入れを 3 年間も養殖した

のではこの程度の「留まり」は…一養殖技術の米発達性をも考慮に入れれば一

一当然であろう。それが昭和10年頃には比較的サイズの大きい珠を比較的短期

間に養成しうることになって、花珠だけで1.870 ffは揚がり、胴珠4K:t、すそ

珠6.4K:tを合すると12.21K:tが揚げられている。 I留まり jの率は今日に比すれ

ば未だ甚だ低い。しかるに3.7タ100円の平均単価が 3.0円余にまで下落したの

であるから、売との激減は当然である。むしろ逆に莫珠大量生産にf、!こなう価格

下落が義嫡経営をして合既化の方向にj白いつめ、価格の変化に応じ

真珠を目指す限り当然蒙るべき変化であった一一経営の編成替えをもたらした

といえる。かくして得られたもの、これが戦後の経営の原型となった。

c) 真珠養殖業の崩壊からの復興(戦後 一昭和26~28年)

第2次大戦中、真珠養殖業は閉鎖せられていた。あらゆる面で戦時経済は真

珠養子直業の存在を許さなかった。養殖業者や加工・貿易業者のうち規模大な者

が国策lz:.従がいトラスト(日本合同真珠株式会社)を作り、未販売真珠や資材

などを保管し、荒干の生産継続をするほか全間的に休業したのである。 併

しこれは企業アクテイビテイを許さない程に外聞の条件がー[1寺的に激変した所

産であって外囲の条件にしてもとに復するならば、急速にもとに復するテクノ

ロジカノレな準備はあった。戦争の終結とともにこの原型復旧は事実急速に進ん

だので島る。戦前と戦後の連結は昭和26~28年頃をもってなされた。もとより

その復旧過程には特に「戦後型jというべき条件が加わってきているため、戦

前そのままの原担復旧ではない。策2次大戦後の真珠をめぐる諸勢の以前に比

して変化した点を示し、これに応じた業界の変化を示せば次の如くである。

(1 ) 莫珠に対する需要は生産の復興に先行して急速に回復した。特にアメリ

カ人の大衆と層部に流行が一一連合軍の日本駐留等を契機として一一生じ、し

かも従米の天然真珠の決定的表選によってその供給を我国の養子迫真珠に求めら

れた。生産の回復に需要増加が先行したため価格の騰貴は著しく、戦前に比し

他の物価が100-200倍のIJ驚貴率にあるとき、京:珠価格は1000倍もの)J窓貴をなし
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ていたため、 「真珠価格1千倍Jといわれた。すなわち製品と生産諸要素との

「価格関係」は恰も昭和初践と類似の状態にあった。更にこの真珠養殖を有利

とする価格関係は生肢の凹復とともに除々に失われていったとはいえ、戦前の

経験に比すれば比較にならぬほどよく持続し、且つ価格の下落と共に大衆的製

品として販路は驚くべく開拓されていく傾向をみせていた。このことに関連し

て次の点が戦後型真珠養嫡業をドl:格づけるとで重要である。

アメリカ人を主とする戦後の需要は「巻き」の厚さには拘泥しない「素人臭

し、」需要であった。のちヨーロツパで需要を問復してきてからも顧客の性質は

著しく変った。それは一言にしていえば「大衆」の装飾品としての真珠製品に

対する需要であった。それ故且って天然真珠干li喝へ剖りこんで販路を開拓した

とき苛められた真珠と、戦後の来rrらしい顧客が対めた真珠とは相当異ってい

た。小珠を3年ものにして養殖するなどは不必要であった。このような「凝っ

た」需要に適応した養殖は天然哀珠への日前子をもった顧客へ販路を求めるとき

要求せられたのであり、今やその顧客自身が変ったのである。ここにおいて従

米2年もので養殖されていた珠は当年もので、 3年もので養殖せられていた珠

は2年もので養殖することが許容せられる替わりに、戦前よりも更に一階低廉

な価格での供給が求められ、更にそうするならば量的には従前より桁違いの需

要が用意せられるということになった。

(2) 真珠の供給は当初合同真珠のストック、1，800貫と年々の生産量でなさ

れていたが、この合同真珠の売上金の過半(約8.3億円)は株主に分配せられ

た。この分配金を主要j原資として一一このほか復金から岩干の資金が出ている

一一生夜の回復は急速に進み、昭和25~26年頃、戦前水準まで到達した。合同

真珠は戦前の養殖業者358名のうち比較的規模の大な業者108名をもって組織さ

れた企業であったから、分配金をうけとったのは!日上層業者であり、しかも持

珠はほぼ戦前の事業規模に比例してもたれていたから、生産再開用の資本:は旧

事業規模に比例してもたれたことになる。かくして戦後の生産のE復は単に生

産総量の回援に止まらず「生産の主体」についての構造をもほぼ戦前同様の形

態にて出現せしめた。

真珠養殖業者の系譜は極めて誼接的に時間の断層をとびこえて戦後に接続し

たのである。勿論経済の激変過程にあって企業の盛衰は1緩めてドラマチックに

起るのが常であり規模別ランクの如きは大きく変ったが、ピラミツド状の規模

別構成は他産業に比して著るしく温存された。

(3) 漁業においても農業における農地改革同様「漁場制度改革Jをうけるの

であるが、これが農地改革に比較すると非常に遅れた。このため業界と生産の
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回復は旧制度のもとで行なわれ、漁場の占有状況においても戦前同様の形態が

再現されてしまってから改革がなされるということになっko新漁業法は昭和

25年施行せられたのであるが、これにより真珠脊嬬区画漁業構の新!日切換が実

行されたのは昭和27年である。而して従前は漁業組合が区画漁場を設定し、こ

れを養子民業者に賃貸するのが通常の漁場校症の形態でふったが、新法ではこれ

を排し、漁業構の保有主体には「経営者原則」が採られ経営者に直接免許が与

えられ、かつ漁業構の売買、譲渡、賃貸借は祭ぜられることになった。 出願

が競合するときは定められた優先順位に即して最適者を客観的基準において

“sachlich"に査定し免許されることになった。 この改革の性格についてはの

ちに改めて論じるが、漁場を漁業調整と差支えなき限りにおいて養嫡業者に直

接 i59!U&Jするというー聞においては従前よりも一層に漁場経済秩序を[開放

体系Jにおくものであり、優先順位において従前よりその区画で漁業をしてい

る者が操業継続の意志を持つ限り、常に最優先者となるというー而においては

従前よりも漁業権を既得権益化するものであり、漁場経済秩序を!閉鎖体系J
におこうとするもので、あった。以との性格をもった改革は以前の大・中・小業

者間の漁場配分構造を引き継ぎながら、且つ業者数をおびただしく増加させ、

且つまた漁開発を急燦閉させる要因となった。

(4) 以上の生産拡大の気運の中で一大技術改革がなされた。戦後の生産再開

に当り、廷し当つての障害となったのは主産地の三重県で、昭和19年の南海地震

及び21年、 22年の冷潮によって天然の真珠貝生産量が激減し、ほ貝採捕量の不

足が著るしかったということである。これが契機になって真珠貝の稚貝を採出

し、これを真珠養揃同様の方法で保護養殖し、 iヨ貝に育成する試みが一一研究

自身は戦前から行なわれていた …真剣に開発され、採出技術の完成と共に実

用化が進んだ。一定量のほ貝をうるための天然の真珠貝資源の所要量はこの方

法により、飛躍的に節約がなされることになり、真珠養殖の発肢の“ボトノレネ

ック"ではなくなった。またこの方法でほ貝の生産が行われるや母貝生産地が

従来の海女漁業の発達地という条件を離れて広範に展開していくことが可能と

なった。

戦前水準にまで復興した段階における真珠養殖業の経営経済的構造を検討し

ておくことはその後の発展過程を理解するうえで有効であろう。資料としては

28年三重県水産試験場作成のもの及び、同時代に平賀太寿雄氏が調べたものが

あり、以下形式をこれまで呈示したのと同じ形式にととのえて示す。 10万貝施

術、筏100台を経営する経営をモデノレ化する。

この資料を信頼するとすれば戦前に比して変った，点はどこであったか。第一
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sJ:貝費 152 -j二
150掛 1687.5K9I ~ IJ，珠12.300K9 
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1アイャ) 153 I t曽j威なし)
貝収容器類 300
計 (485)
労働費
核入れ工 500日
~ôOO内 300
ピ{ス切り、セ

ン主主し 100臼 | 
@2uO同 25! 
海事員 2.000臼
~200円 400
計 (725)
漁色号制 ClOO) 
消粍品費
針金 20
吊縄 80
コーノレターノレ

燃料、
作業服)

140 
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4，0∞ 
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に珠の養成期間がさきに述べた斑!おから大l隔に短縮せられた。また挿核する核

のサイズが引上げられた。すなわち「巻きJによるサイズアップよりも寧ろ大

サイズの核を入れて珠のサイズアップをはかることが指向せられることになっ

た。戦前に2年養殖の対象になっていた小!豆珠が当年揚の対象サイズとなり、

3年養摘の対象となっていた中珠が2年養殖の対象サイズとなった。この変化

には相当の地域差、階層主ーがある。戦前からの養勉経験をもっ業者は程度の問

題ではあるが「巻き」を重視して養姐期間Hど長くもとうとし、新興業者はこれ

に拘泥せず養嫡期間を短かくもとうとした。また長崎の業者は比較的伝統を

守り、長期間の養殖を守ろうとしたのに対して、三重の業者は需要者層の変化

という条件変化を徹底的に経営の中にとり入れ養嫡期間の短縮をはかった。

上表のモデノレは特に「早揚げ」の例ではないが、戦前の例に比すれば著しく

短縮せられた。従って仕掛り品形態での「流動資産」施術貝の所持必

11固に削減せられることになった。このことは流動資産問転手:を大幅に引kげ、

且つ所要資本をすくなくした。同定資産もまた設備費が低廉となり、貨幣価値

の変化を考慮しても約半分に引下げられるにをった。特許技術使用量はなくな

り、漁場料は漁場制度改革の結果とるに足らないものとなった。労働費は労働j

過程の能率においては大差がないが、インプレーνヨンの作用は賃金単価をお

し下げ支払経費としては著しく低減せしめられた。 日額200円の労賃は戦前の

日傭労賃70銭よりも更に廉い。核安も戦刊に比して安価となっている。母貝の

価格についてはしばらく措き、全般的に養嫡経費は戦前に比し一段と切り下げ

られ、資本の回転率が高められたことは疑いえない。しかもこのように生)主せ

られた以前に比して簿い珠が戦前と同程度の価格を享受するということになっ

た。珠サイズのアップと 1呉の入核個数が多くなったことと、養嫡期間短縮に

ともなう歩fyjりの向とがあって、戦前よりも多い量の珠が同量の施術数より旬、

られるに至った。而してその分だけ売主げは増加した。このため養殖は有利化

し、且つ資本の節減から増産が容易化せられたから、養殖数量の増加7J'日進月

歩のいきおいではかられ、ほ貝~i:iJ驚資したo:flt貝 ほ貝の人工採問、人工養織

の成果が広範に実りをみせつつあったが、尚かつ母貝は不足した。[D:貝費は戦

前に比して騰貴した。1.5~2. 0倍はIJ進資した。併し綜合的に他の費目の引下げ、

が著しかったから、全般的には生産原価の低下をいうことが出来る。大約以と

の事態から真珠養殖業はその収益性において再び大正末にあったが如き高位収

益率の上に立つことになった。これがその後の養殖量の増加や新規蒼業を誘発

し、以下述べるところの第2次的発展を導びいたのである。
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d) 真珠養殖業の芳2次的発展(昭和27-28年一一昭和30年代末)

真珠養殖業の1jf;2次的発展の直接の契機となったのは漁業制度改革である。

改革によって何がもたらされたかについては別途に詳論するが、要するに養摘

をなさんとする者・をしてそかつて真珠養殖区前漁業権を得ることへと向かわしめ

る事態を生じさせた。 I毎回公有制と地代の私的帰属なる関係から漁業権を一片

の行政手続でもって先取することはそれ自身利益であるのみならず、ーたび得

られた権利は更新継続せられるという原則としたから、人にうIじんじて漁業J慌を

得て莫珠養殖業を開業或は拡大することは恰も「公イ子地を開墾し耕作するもの

には土地の所有権を与える。それは早いもの勝ちであるJという法令を得て

「原野が争って開発され農地と化す」が如くに進められる事態を導いたのであ

る。

このような漁業権制度改革がしかもさきにみたが如く、異妹養ダ1Ii.業が戦後的

諸条件の下で長だ利益率の高い成長性ある産業として再生されてきた過程に起

ったものである。そして史に戦前の小珠2年、中i未3年の薬組が小珠当年、中

珠2年の養殖に切下げられたことは資本的布資格者)習を拡げることにもなっ

た。特;1二三重県の英虞湾沿岸地域や五ケjifr湾沿岸地域にあってはその歴史的遺

産として地域住民のなかに元真珠養殖業者-であったか、又はその従業員であっ

たかするものが多く、家族か親類にかかるものをもつものは制度改革を千載一

過の機会とし争って着業を出願するということになった。すでに荒業を終えて

成功している先進中進業者は地域社会における成功者として注目をうけ、これ

に血縁者一族郎党が結集し、管理と技術のスタップを形成し、あらゆる方法で

資本を調達し、各地に漁、助言ど求め規模拡大をはかった。彼等は従業員全大量養

成したが彼等によって養成せられてきた従業員は、これを機会に独立し家族や

親類と提傍して自営におもむこうとするものも多くあった。 1日ヒ層業者が先頭

にあってもっとも急速に規模拡大を進めていき、その過程で細胞分裂的に従業

員を後続業者に独立させ、彼等の追随的な着業や拡大を伴いながら高度成長が

展開したのである。細胞分裂的蒼業は必らずしも従業員の「白前」着業のみで

はない。地元小資本との「連携」着業があり、地JC小資本の蒼業に「被傭」さ

れる場合がある。このような展開は戦前の場合も然りであったし、戦後の場合

もそうであり、 「真珠養嫡業における展開のパターン」をなしているといえ

る。このパターンが典型的に展開したのが三重県である。ここではこの段階で

新しく1，000余の業者が出現し、尚その後10ヶ年に倍増(昭和29年1，301→昭和

39年2，598)をなした。
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彼等の多くは創業資本30-100万円程度の等制資本で始め、その主柱は自己

資本であるが不足分については銀行、親類、知人、友人など多方i:Wから借り集

め、またfitほ貝、核、筏養嫡資材などを既存業者から借りて操業を始めたもの

も多い。約半数が自己資本のみをもって荒業し、他の 3分の 1が50-90%を白

己資本で、 3分の lが10-50%を自己資本で、 3分の lが全く自己資本なしで

着業したと推定せられている。六千業者や大規模、中規模業者を核とする「系

列」関係がここにおいてまた再生拡大せられ「重層的」となった。もっともこ

のような大量の業者の出現に対し行政庁が制分化された区前漁業権をJ子えたわ

けではない。三重県における冥珠養殖の出来る内湾の海域員は鳥羽、的欠

湾、五:ケ所湾、南島紀州諸湾を11'トわせて67，902ilm2であり、ここへ漁業制度改

革によって307件12，362伽2の区画漁喝が設定せられており、設定誌と!主は濃密で

はあるが、 1flニ当りの而積はそれ程小ではない。併しこの免許の山販が大規

模、中規模業者の場合単独で漁場設定のl-H願をなしたが、大多数は数人又l士一卜

数人が共同で免許を出願し、漁場を得た。この共同免許申請への判明入りが各

場合、場合で復雑に展開せられ、同一の業者が数ケj折の尽画漁場に名を述ねる

こととなり、また11'1'の区画漁場に名を連ねる業者のお〔は甚だ大となった。而

してi'I'間入りの事情に応じて名医匝I内での筏is設の持分が与えられたが、関係

者が多数であるため一方では持分の少い業者の筏台数は掩めて零細となる反

田、他方では区画内に浮設される筏は概端に大となるという事態が現出した。

数台づ、つの筏を数か所に持つという ìí6 の I'~;前11散岡制度_\(“open fieli systam") 

が形成された。英j実湾沿岸についていえば次の如くである。

併し漁業制度改革が小規段、:毛布LI業者の大量発生三どうながしたのは三重A県に

おいてのみであった。他県においてはそれが少なかった。長崎県などは真珠養

F誌のj夜史も古く、戦前には三重県に次ぐ産地であったのが、ここでは戦前以来

の業者の生産再開のほか新規荒業者の出現はすくなかった。ここでは戦前段階

にも業者大量発生のチャンスを逸し、この段階においてもそれを逸したのであ

るc 地元住民に大量清業への技術的、経済的準備がなかったからであるが、で

は何故将二1hjJがLH来なかったのか、我々はこれを経済立地論における「集積の利

益J ~the advantages of agglomeration)の作用であると思う。 I集積」と

は個々の生産工程が地域に集中する現象をいいこれにより様々な節約が生じて

くる。

外部経j済斉の1'r引l

一一一地上域或に投下せられるとき地l城或的に定J滑E資7する{傾頃向をもつO 市して地域的に定斎

した資本はそれ自身環境を形成する立地図子として次の立地を誘発する。豆珠
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養嫡業の場合もその例外ではない。先進業者の開発に対して後続者は仁枝i技

者」の位置にある。より身近かなところに白からの財務カの許容範聞でも出来

うる程度の規模の業者が、成功惚に経営をなしているとき最も強く、若菜への

誘発がなされるのである。

鵜

波

船

御
浜
塩
迫

養照筏所持規模階層別経営体数(昭fn30年)英虞湾沿洋

98 9 

91 28 9 7 

30 14 ? 5 2 2 

55 35 13 

113 63 25 11 8 5 

127 66 34 16 8 2 l 

135 114 33 23 11 4 

156 110 21 3 10 12 

48 18 13 6 7 4 

29 21 4 2 1 l 

33 26 4 2 l 

24 23 

而して近辺に挿核と海事に関する技術経験者が多数存在してこれを利用する

ことがw米、母貝、核の買付や浜揚真珠の販売において自分と間程度の規模の
業者と同じ条件の取引をなすことが出来る。市場の動向や許証況の変化に関する

情報もまた充分に享受することが山米る。かくしてもっとも確実な形で「模

倣jが可能となり、次から次への若業を誘発していくのである。それは集積が

ある程度にまで進むと白動的に自己増嫡的に日I駐兵する巨大なエネノレギーとなる

ように忠われる。もっともこの傾向は海域密刑イじに伴なう漁場生産力の低下や

漁場料の騰貴ーなど、外部不経済を伴なう。このため先進、中進の大規模、中規

模業者はかかる後続業者続出傾向vc.反捜して、可能な限りこれをおさえようと
する。すくなくとも彼等はすでに入予した漁場を後続者に進んであけ渡すよう

なことはしなし、。結局後続者であればあるほど零細となり、 1::記突虞湾沿岸地

域の如きピラミツド状の階層構成が形成せられる。

三重県の場合、この[集積の利益Jがもたらす着業誘発への自転作用が、す
でに昭和初頭より始まり、同じ過程が戦後においても新しい条{'I:のもとで再生
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拡大されたといえる。他県の場合、この段階ではまだこのような白転作用が始

められるまでの「集積Jがなかった。長崎県の如き古い産地で、あっても、それ

までの立地が地iJll.空間的にあまりにも粗に散開しすぎていた。先進業者の圧え

る力の方が常に強く、政治的にも「良質莫珠の生産」なる名の下にそれが正当

化された。有力者か資産家が一部旧業者に加わって着業主ピ始めたにすぎない。

農林統計より三重県以外の主要養殖県の経営規模別構成を昭和30年について求

めればこのことは明らかである。

統計によれば100台以 i二の中規模、:ミ規模経営は比較的多い。それは三重県

の52経営に対して35経営が存在している。併し16へ49台の小規模経営になると

三重県における337経営に比して30経営しかない。~に14台以ドの零細経営に

なると三重県の979経営に対して 103経営があるにすぎない。 100台以との中規

模経営、 500台以ヒの大規模経営にしても地元業者の経営はすくない。昭和30

4三頃にはすでに第2次の県外漁場先占過程が始められており、大部分は彼等の

経営である。従って i二記規模別経営体数につき 100台以 kの絞営は大部分戦前

以来の地元業者であるか、或いは三重県又はや11戸の業者のtU光養殖均であるか

であり、 50台以

下の経営の多く

が戦後の若業者

であることにa
意されたい。こ

れらの地域では

関係海域のうち

区画漁場化せら

れた部分も小で

あれば、区画ìf~，

iZJのなかの筏の

浮設は更に一階

小であった。

このように出

現した真珠養殖

の主体が、戦後

における真珠の

記録的増産の担

い千となった。真珠の生産量を浜湯豆珠の「重量Jでいうのは問題があるが、

戦後における真珠生産量の推移
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またìJ~揚真珠の「重量」自身正確なことは何一つわかっていず、農林統計では

間接な推定によっており、どこまで信頼しうるや否やは疑問であるが、一応農

林統計によりその動きをうかがうならば次の如くである。

昭和初頭から昭和12~13年へかけて起った過程が、昭和25~27年から今日へ

かけてその約10倍のスケーノレにおいて再現していることが舷認出来る。しかも

従前は甚だ稀少にしか生産せられることがなかった中珠、大珠が大量生産さ

れ、今や 6~7 が生産の主力となり 8111111以ヒと 5 附以下が両端に配せられると

いうことになった。問題はこのような発炭の「機序Jである。どのような炭開
予!胞によってこのような発展は実現せられたか。日祝的、大同的親点からみれ

ばこの段階の発展も戦前における発朕と同じく「与1'1二適応的発展」であった。

もとよりその中に幾多の局而で「革新Jのあったことを否定するものではない

が既存業者の養殖規模の拡大と後続者の継起的l官業を引起するに足る誘引がこ

の期間持続し、I'訴時的に利益率、収益性を引下げながらも尚「空席となってい

る利潤のチャンス」を埋める均衡化作用が持続的に進んだ過程であったといい

うる。
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業者の先進走者達は初期にはまだ空いていた鳥羽、的欠湾や南島紀州諸湾に養

殖場の立地を求めた。(これは漁船漁業における「沿岸よりi中合へjの進出に

相当する。)併し鳥羽、的欠湾においても、県南諸湾では地元業者の着業があ

り、これし以 hの英虞湾方面からの進出をしりぞけ鳥羽、的欠湾では地冗漁民

(オ{力者)が漁業権をとり、これを英!実'湾五ケ所湾方面の業者に「施術貝受託

の名目で貸す(羽織業者)という風を生じ、その漁場料は高騰した。

このような状況にも拘わらず三重県でも新規業者Aの後続者の差業の傾向はJ1:

まず、結果的にその後10年聞に倍増をみたのである。そこでは漁身内での超宿:殖

状況が現われた。この事態に刈処して昭和32年県は筏の登録制をしき、約3分

の1台の削減を断行している。このように筏の3分の1の削減という「外科的処

置jをもたらしたほどの密設(密殖)と、他方における「集積」がもたらした

業者続出への自転作用の両面から、三重県下における漁場面での「利潤のチャ

ンスの主席jはなくなった。誰かが倒産したりして漁場をあけ渡す場合以外に

は空席はなくなった。 miLて唯一の注目すべき場は県外における未だ真珠養摘

をやっていない地点における空席主であった。県外漁場の開発という「革新J過

程は大手業者によって戦前以来続けられてき、戦後にあっても漁業制度改革後

の第2次漁場先占過程として全国的に急展開を示しつつあった。その方式''1戦

前のあり方と同じであるので再論はしないが戦後にあっても沿岸漁業の不振化

を背景にして、従来から漁業的利用価値のあまりなかった漁面を高度利用する

方式として広く受入れられたのである。僻村における工場誘致のー形態という

ことが出来るο また地元の潟、均支配階層は進出業者の指導と長助の下に白から

真珠養嫡業を農業して利潤追求の戦線に参画しうるという利益があった。第2

次漁場先占過程はこの段階の発肢がさきにみたように戦前のそれの10倍のスケ

ーノレをもつもので、あっただけに西日本の沿岸至るところに及んだ。 瀬戸内海、

豊後水道、 llJ陰沿岸、天平島、鹿児島、対馬などの内湾、入江、烏陰の総点検

が行われ、大々的な漁場化が行われた。この傾向に追随して遅れをとらないこ

とこそ漁場狭あい化が絶対的な壁となっている、三重県業者の発展すべき唯一

の方向と考えられ、ここに県外進出は中規模、小規模の業者に至るまで指向す

る所となった。(これは漁船漁業における[沖合より遠洋へJの進出に相当す

る。)

昭和32年には51業者にすぎなかった三重県外進出業者の数は正規の手続をと

り、漁業権をもち進出しているものだけでも、昭和40if二には227人(三重県の

50台以との総業者数が159、30台以上の総業者数が333であることと比較された

い。)に達している。このほかイシフォーマノレに現地の養殖業者に 1貝10-15
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円といった養殖委託料で「あづけ貝」をなして進出している者の数l士、更には

るかに多い。特に瀬戸内海や若狭湾はここで挿核から浜弱までの-fi飼育をな

すには「不安定度が高すぎ、地元漁業者が育ちがたいところから三重の資本と

技術と現地の漁場とが連結して発展するという路線が生じた。

以ヒの如き大手業者宅ど先導とする三重県業者の大から小に至る広範な進出は

彼島県、愛媛県、大分県、高知県などは徐々に地元業者の清業を誘発した。ま

た長崎県でも同段徐々ではあるが大村湾や対馬などで、地元業者の清業を誘発し

ていった。昭和30年代には未だこれら業者の「集積Jが自己治殖的自転過程を

起こすところまでは進んでいない。 併し叙!::の(上では三重県業者の進出のみ

を述べたが、このほか長崎県や神戸万(fliの業者の進出も無視しえない)諸過程

は全国の漁場化可能海而のあらかたをすでに漁t易化してしまった。 n2::f日39年の

水産庁調査によると、この時点で、すで"1¥二院ulIiiffl，助化している海面149，921キロ

ミドブimに対し、 I可能新漁民!'i28，090キロ平方mあるのみである。勿論この「あら

かたの漁場化Jは必らずしも漁場の狭あい化を意味しない。未だ大郎分の漁場

はその 2-3倍の余裕をもっており、若狭湾や淡路、岡山、 1I1口、鹿児島など

では 1台当り1，00υ平方m以上の広さをもっている。ただそれがすでに特定業
者の予中に帰しているというのみである。夜、つて規模階府別にj)~あい度が大差

を生じているといえる。

大規模業者はまだ iヨロの潟、~~li内に「利潤のチャンスの主席」をもつが、小規

模零細業者や新規清業を試みる者には空席ーは全国的にあらかたなくなったとい

いうる。このような意味においてではあるが、全国的にj魚、iZ1の狭あい化と

知:が急進したことは確かである。それは吏に豊後水道諸湾や徳島県、長崎県な

どで湘トゃくにして地元業者「集積jによる業者3支出への白転作用が現われ姶め

る崩芳を示し始めるに至って一層 l~:だしくなり、三重県に準じた漁場料、迷;惑主

料、f苛寄奇奇'j、4七]
このように業者者牟と泊泌漁t、，:l喝品との存在空間の不土比七i例夕列リ悦lは土大効矧u模ト侠英な 「潟漁、L均r号;反!開沼Jとい
う経営方s引針iト4の革来新?によつて一)応芯打i開詔がなされたのであるが「自前q進を制約する予
段の?荷稀奇希}少性」は決して漁漁、場のみlに乞あつfたミのではない。まずこれだけ急速な、 し

かも費用のかかる形態での発肢がなされるには大量の資本が必要であった。そ

れは利潤の関保分では到底fffJないえざる量であり、外部からの資本供給を必要

とした。外部から資本をうるための外部経済問題については、すでに述べた

が、真珠養殖業はともかくこの問題をも解決してきた。真珠養殖業では中長期

運転資本の需要量が大である。

我々が段近行った線4'1モデノレによる経営分核では資本が制限量としてなおき
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びしく作川していることが縦認せられたiJ~ 、収益性の低下した今日ですらしか

りで‘あれば「手Iji間のチャンスの空席Jの支配が急がれた発展の初期においては
尚一層に「資本の制限J (“capital rationing勺が著しかったであろうことは

容易に想定出来る。資本を外部から可及的多量に奪取する努力が[山主せられ

た。真珠関係業者の資本調達は或るJ意味では巧妙を極めたといってよい。

つの顔」が利用せられた。第1は「輸出産業」としての顔であり、第2は成長

性のある「中小企業」としての顔であり、第3は[農林漁業jの一部であると

いう顔である。第1と第2の顔から市中銀行、相互銀行など商業ベースの資

本、開発銀行、商に中金、中小企業金融公庫など制度資金が引出された。そし

て第 1と第3の頗から漁協、農協などの組合資金、農林中金、農林漁業金融公

序ーなどの制度資金が引出された。

戦前における真珠事業においては成功した大業者のみが持ちえた銀行からの

商業ベースり融資のみであったことと比較すれば隔世の惑があるのであって、

戦後における戦前の10倍の発肢は一面においては上記の如くありとあらゆる方

向から資本の導入に成功したからであるといえる。戦後にあっても昭和20年代

は資金不足時代であった。大手を始めとする大規模業者は「合同真珠jの分配

金や復金資金の融資があり、成功者として銀行からの融資も受けうるを得て、

それ故にこそ大規模な漁場先占をなし、規模拡大を展開するをえたのであるが

大部分の業者においては長だしい資金(養殖資金)不足状態であった。それJ

規模を寸小、とすればする程発展は遅れfたこのである。併しともかく真珠養嫡業が[l

進月歩の高度成長を実現していくや中規模、小規模の業者にも地方銀行、相互

銀行、信用組合などが融資をなすようになった。昭和30年代前半の成長を資金

的に裏付ーけしたものはこの商業ベースの融資で、あった。

昭和35年の三重県真珠養嫡業者養殖資金f日入額は地方銀行21億円、お[互銀行

6億円、商工中金15億円、漁連系 1億円となっている。これらの中小業者への

資金流入に対して漁業信用基全協会の債務保訟制度が果した役割も無視U::¥31~な

い。更に昭和30年代後半になると全翼連傘下に真珠養嫡漁協が整備せられ、 j兵

揚冥珠共販体制が漸時充実してきた実績のうえに:なって、農林中金の資金を組

合転貸で大量に引き出すことに成功した。この段階になると;真珠養殖の収益性

について疑問がもたれるようになり、商業ベースの金融には順調な拡大が困難

化してきたのが実情であって、ここに農林中金資金が大量に注入せられたこと

は、この傾向を補うものとして大きな役割があった。而してその後の高度成長

もまたよく資本的に支持されるを得たのである。

その他尚看過しえざる一点が存在している。経営における自己資本の重要性
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はそれが災害や価格変動に対する「危険負担力」を与えるところにある。従っ

て限刊にある「利j寄りチャンス jの空席をも自己の財務力のi函養なる一点から

或る程度は看過さなければならない。このことは本質的には戦前においても、

戦後においても異ならない。併し戦後にあっては、そして現犯に;[i:ずく程災害

に対しては緊急融資の政治的借置がはかられるようになり(例えば伊勢湾台

風、チリ津波など)価絡変動に対しでも「げ況維持のための[流通資金Jが融資

されるに至っている。 従って危険負抱の幾分かはこれら「施設」によりもたれ

るに至ったといいうべく、このことが業者の過大伯入念l攻えていTそうとする傾

向を助長したといえる。大略叙 i二の如き千)1自において、 「前進の制約する資本

の梓;少'1'1]:_j ，土外部からの多面的な融資パイプ心附設という対策によって克服せ

られた。

以上述べた[漁上場開発Jと「外部からの資本導入」の 2点がこの段階におい
て戦前のそれのlO{~i Jコ発肢を導びいた段も主要なる動凶である。他の生iir{諸要

素については補足的解説でこと足りるであろう。戦後の生産再開過程で最初に

著しい不足をきたしたのはほ貝であった。しかしこれは稚貝人工採ili-法の完成

によって打開の途がつけられ、三重県南部海域(五ケ所145、1'0i由紀州諸湾)で

沿岸j庶民の生業として大量生丘が開始せられたむ併し三重県下でi主義姉可能地

は真珠養殖打者、場にあまりにも多く向けられすぎたため、母貝業者に割愛せられ

たiii]:iIlIが狭少で、母貝生産量もまた不足をまぬがれなかった。このためほ貝は

非?吉に高価であった。このため全国的に第2のほ民主産地の適地が求められた

が、愛媛、高知、大分など‘豊後水道諸湾においてそれを形成することに成功し

た。更に長崎、熊本、鹿児島、香川、Llr日などでは三重、愛媛、高知、大分な

どの生産県から500掛1:::1以下の稚貝を入れて1か年間ほ貝に養殖し、 I{[珠接殖業

者に販売するものが増加した。存地に進出した~~珠養殖業者が買取を約して、

これを指導したのである。

かくしてほ貝養般の現勢は昭和31年の 876経営、 25千台(三重県85%)から昭

和39住の7.165経営、 93.182台(三重県23%、豊後水道諸湾39%、長崎、熊本、

鹿児島県259台、香川、 dr日、広島県60%)に飛躍した。特に豊後水道諸湾では

恵れた自然的条件にも拘らず、ほ貝生産のJ釘利なことを知らなかった。それを

三重県の冥珠養殖業者iC_教えられて、これを試みるや巨利を得てほ貝養殖は忽

ちのうちに一円に普及するに至った。しかも旧底地三重県を凌鴛すべく37f}以

上の大貝の生産に努力を傾aし、 2年貝秋山又は 3i:fニ貝王手口で 100掛以上の大

貝を大量生産することに成功した。ここにおいてほ貝の稀少性は単に貝数の稀

少性に止まらず、大珠、中珠の生産の条件である大貝の稀少性を著しく緩和す
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るに去ったのである。核の供給もその大量消費に応じた大量供給が必要となっ

たのであるが、アメリカからの輸入貝殻の不足化が告げられながらも、核の供

給不足がボトノレネックになるということはなかった。

他の養殖資材については真珠長殖業の急、述な発燥が化織、又はプラスチック

工業の注目するところとなり、彼等の新製品!?自発と売込みによって[資材革命」

が進行した。これによって養殖の間使化は著しく進んだのであり、発炭を助長

すること大であったといいうる。筏、かご関係の資材のほか、貝掃除機、かご

掃除機、肉砕機、船舶などについてもこれをいうことが 1_:1.-¥米る。これら

段の面で関連産業の悦11からか[えられた「革新Jは養子出過程忙多大の改善をもた

らしたことは疑いえない。 (1)市線、ロープなどの堅牢化は台風など波~r~に対す

る抵抗刊を強め養殖を安定化させた。 (21金網かこ引による養殖に結った段かご、

ちょうちんかご、メしかごなどによる養殖は収容せられた貝の汐流に接触する位

置球t売を良化し、持舶の効本主ど1"主jめに。 (3)フロート伐の採!日は従米凶時ih視され

ていた比較的沖合でのノ定嫡を可能ならしめた。 (4)化繊製かご、ロープ、市線は

従米冬期の「ド業として大最の人員三と要していたゴーノレターノレ染などの作業を著

しく省き、貝や筏の移転作業主ど簡便ならしめ、貝掃除機、かご掃除機、内砕機

はiiu:事作業やj兵陽作業の能率を高めた等。

最f多に労働力については技術をもった労働力の不足が問題であったの戦前に

はお‘経営の流儀として、それぞれ深く秘せられていたれ一立、押桜、養殖の技術

は戦後の爆発的な反!?見過程で大部分秘併でなくなり、且つ頁珠研究所や大学、

試験場の研究報告は技術の科学的根拠出刻示してしまった。併し体験的感得的

に得られる部分は技術をもった労働力と共に流出し、社一及していくのであっ

て、それだけに「波及c時間」が嬰せられるのである。技術なもった労働力の

数十土養殖均ーでの「養成」によってのみ増加するを得、養成に袈する!時間が発炭

の速度に限界を与える。史にその養成はl!-'規模以上の規棋大なる業者の接対

においてもっとも能率的になすをうる。これらの業者が新人を常に多数採用

し、他方養成された技術者を常に多数J'JI:I-Uしていくとき「技術の波及」は最も急、

迷に進む。このような社会的養成過程を成立たらしめるような事態があった。

新規着業者、なかんずく新興丘地の新規j資業者にとって技術的労働力の導入は

最優先的解決事項で、あり、先進地から技術者を或いは共同経営者として、或い

は女子の場合は子弟の妻として、或いは先進地の数倍の高賃金をもって導入し

ようとした。先進業者、又は先進地で、はこのような事態を背崇に多数の養成労

働力を[低賃金の長時間労働jでもってよく利用するをえ、拡大再生産のより

急速な進行をIIf能とした。技術の急速な普及、技術者の稀小性の急速な緩和vi.
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かくの如くなされた。

昭和27~28年から30年代の終りへかけての(戦前の 10{g もの)発展過程の中

で目的への前進に対する手段の稀少性が如何に打開され克服せられたかは上記

の如くである。これに対して生産物の価格はどのように推移したか。真珠の流

通と価格形成の諸問題については本章では取扱わない。ただ必要な限りのこと

を述べれば次の如くである。すでに I~U項でふれたが戦後における我国義殖真珠

は戦成に比して養殖期間を大幅に短縮することによって生産費を引下げ、真

珠としての品位においては一段と格を「溶し」ながらも「大衆消費時代Jとし

て新しい経済循環の主人となった大衆上層に顧客を求め、販路を拡げること

を指向したのである。そしてこの試みは成功した。新しい販路はその包摂力

(capacity)が非常に大きく、流行は潜在需要を不断に「有効需要化jしてい

ったのである。併し我国で‘の真珠増Je仁過程はそれ以上の急速度で急進した。我

国での珠生産は白山競争的生産であり、 「手Ij澗のチャンスの空席jを争って

よ日]めるべく増必競争が股開せられたからである。この増産競争は更に生産者の

生産物販売における「無辞任貨Jの原則なる態度によって、 j兵揚真珠の価格を売

手が全量の買予を見出しうるところまでドげられた価格たらしめた。自由競

争的な利潤の白己消滅作用によって、明和27~28年頃までは小珠主体で 3. 7タ

1 ， 000円以上していたのが、 29~30年には6~700円に低落し、その後は3~4側、

4~600円、 511111l 、 3~500円、 611l7H 、 5-800円、 7 棚、 7~- 1， 200円、 8 側、 12~

2，000円といった水準をとるに至った。

もとよりサイズ別価格の変化が業者の操業計画に刺激を与え、それが 1~2

年後のサイズ別珠浜ぬ量に反映し、その浜揚真珠のサイズ別構成と需要のサイ

ズ別の大きさとの不比例性が史に次のサイズ別価格の変価を引起こし、それが

再び業者の操業計画に変化を与えるといった循環過程は発生している。このよ

うに生産の急増は価格を一一ー珠のサイズ別には循環変動を含みながらも

体的には前の段階に比し著しく低落(大正末に比せば100分のL 戦前の10分の

l、昭和26-27年頃の 3分の 1)させたといえる。併し、これを戦前の第‘次

発展過程にみられた価格下落傾向と対比すると、増産のスケーノレに比した価格

下落傾向は遥かに緩やかであり、しかもこの程度にまで下落をみたあとは、こ

れ以上に下落をみることなく、尚も続けられた増設真珠の需要をよく見出すこ

とが出来たという点において大去がある。

問題はこのような価格の動きに対する原価の動向である。自由競争的な利潤

の自己消滅作用により、価格を押し下げ、 l:ii己の如き水準に停滞するに至った

のであるが、就ヲ!的増産は価格下器の底に至った昭和135年七百以降もなお続けら
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れた。その後の過程は伽絡の下落が主問題ではない。価格の停滞に対して生

原価の1]資質が主要な問題で、あった。価絡一般について動向をみれば卸売物価指

数は停滞的であったが消費者品物価指数はこの頃からと昇を顕著にし、また従来

からーとうf傾向が顕著であった賃金及び家計費は一段と上井の度を強くした。日

してこれらの動きは真珠の生産原価にも重大な変化を起さしめずにはおかなか

ったっ

前の段階の項で述べたように真珠生産原価のもっとも主要な構成費日はほ良

資と労買であった。このうち母貝貨は11J貝価格に依存するが、 b土貝価格Vl:b'~常

に高かった。 frf貝人工採!?[[法が出来、大量生産の技術的準1JiiJ('iととのったが、

三重県南部海域の生産だけではその生産の増加ネは哀珠生成の増加率に比して

遅れがちであって常に稀少な状態を持続したからである。なかんずく利益の大

な大珠mの大きな母貝l主将に不足した。しかるに昭和30年代の始めより愛媛
県、高知県、大分県方而において町民生産が大規模に開発され始め、 I~J貝の稀

少'i"tは徐々に緩和の万向をとった。 liJ貝新産地の生産が軌道にのり始めた昭和

35年頃以降はほ貝の稀少性は従前に比して著しく緩和せられたといってよい。

特に大珠生産の多い四日本の中核に大貝の系Jr興産地が出来たことは三重県の小

珠中心に対する中小11j:貝の!日産地と共に立地的にも、合創的な産地構成となっ

た。かくしてほ貝価格は30年代の末頃にかけて約20~30%は下蒸した。すなわ

ち母貝の調達聞に関しては外部経済環域は相当の良化があった。

併し雇傭労働賃金については騰貨が著しかった。昭和30年当時の労賃は新興

地祁'の新規業者が技術導入の意味をもって、三重県英虞jJ15治岸より校術者を引

抜くという J易合は別として、核入れ工月額10，000円、一般海事用員[!額200円

といった水準にあった。しかるにその後一般賃金指数のと昇傾向に比1~[J して、

緊珠養殖労働者の賃金も上昇し、核入れ仁月額2~30， 000円、一般海事用員[1

額6~700FJに騰貴するに宅った。かくして i請の段階ではほ貝費よりも遥かに少

なかった人fl:'trが今や最大のF昔日になりあがるに至った。しかも従前より労働

時間も短かくなり、超過u~ニ聞に対しては時間外手当を支給せざるをえなくなっ

た。 i市して労働力が「逃げるjのを防ぎとめるために「設Jと「正月」に千・当を、
通勤費(パス代又はマイクロパスの手配)の負担を、また休業期間中(l~3 

月)の休業手当を支出し、作業おさめのあと、又は作業はじめの前に「慰安旅

行」を行ない、更に結婚して」自戒する従業員には仕度の一部を調えるなどの操

作をなすものが多くなってきた。すなわち不充分ではあるが他の中小企業なみ

の「労務管理jを遅ればせながらも導入せざるを得なくなり、これが労務貨を

大ならしめた。もっとも「必要労働量J自身は相当の節減があった。

-51-



すでに述べた如く「資材革命」の進行が従来必要であった「コーノレタール染

めjなど‘の作業を大幅に省いたからである。併しこれらの省力過程の若干の進

行以上に、賃金、その他の労務費の騰貴本が著しく「原価JJ:昇の有力な要因

となった。資材についてもかご、市線などは価絡のド溶をみたり、性能が良化

せられたりして、その意味では「原価jは引き下げられたが、全般的綜合的に

考えると「原悩J のを形成している。すなわち、筏!日材木、 i手樽、

錨、ワイヤ、針金、船舶建造費、傭船料、作業場処築r控などはいずれも1.5倍

から 2 倍に価格がJJ議員ーした。核ì'C至つては 2~3 倍の伽格騰貴をみた。かくし

て頁珠の生産費は綜合的にみて徐々に上手['，傾向をとった。これより生産物価絡

と生産費との間に「鉄状交斜J (乙/エーレ)を生じるに至り、ここに真珠養殖
業はその一角において、コスト・クリ乙/スを生じるに至った。

コスト・クリ νスは特に主産地である三重県業者においても深く進行した。

三重県において地元漁場が「官殖Jの弊害を著しくしてきたことはすでに屡々
関説した。 I密殖」が汐通しゃ低質の悪化を通じて養殖成績に負の影響を与え

るであろうことは周知の事項であるO 筏の干惇与

よつて3分の 1程程-の緩杭和lをみ、その後の増加は行政庁の子により差止められて

いるが、尚それでも著しく努設であり(新興産地の 2~3 倍)かつ英虞湾の喝

合は入口の狭く奥まった湖水状の支湾が主体となっており、ここに殆んどの筏

が浮設せられているのである。かくして筏周辺の汐通しは悪くなっている。吏

に筏1台当りの養殖量は筏の規制に反比例して大となり、例えば4，500貝以上

の市下は悪い影響が累進するという如き漁場にして5， OOO~6， 000貝を吊ドする

といった状況となった。

丹下、山口(昇〕、木村等の調査研究によると良の生理には個々の貝のごく近

傍のミクロな環;境が影響するところが大であり、吊下密度が過ぎると貝が餌

料摂取や呼吸のため起こす過流の中に筏周辺にあるプランクトンや溶存酸素が

達し難くなり、貝の生涯活動が低下し、それが真珠の「巻き」や海況変化に対

する「抵抗性」を弱めるという。かくして「汐通し」がJ尽くなっているという

点では三重県下の漁場は英虞湾といわず、五ケ所湾といわず、南島紀十1'1諸湾と

いわず大部分が「密殖漁場jとなった。また単iに「密殖漁場」であるに!とまら

ず貝の排i世物が海底に堆積して夏季高水市L時に還元過多、硫化水素ガスの発生

を起こすなど(これは往々にして大量柴死の原因になっている)I老朽化漁場j

にまで進んでいる部分が生じるに至った。以との如き密殖の弊害に加えて昭和

34~35年頃から「多毛類」の寄生が急増した。多毛虫の寄生をめぐる諸問題に

は未だ不分明な点が多いが密婚による貝の衰弱や海況(水説、比重など)の変
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化と関連したところに問題がある如くいわれている。

その;水産動水学的機序はともかくとして、全真速や三重県庁の調査では「多

毛虫」寄生率は現実に35年以降急、増して、施術E社「ー「ハネ貝J;:tilO-?O%、施術

後浜揚までの姥死2%;20-35%(当年もの越ものこみ)と従前に比して10-20%

のロスが平均的に生じるに至った。またともかく生きてj兵揚せらわした貝も「ム

キ落し」のときの調査で、 「多毛虫」寄生のない貝は4;;%程度にすぎず、軽症

のものを含めても60%で、他の40%は中京、重症の傷を負うていることが明ら

かにされている。そしてそれはドクズ、i/ミ珠、傷珠など屑珠、又は商品価{直

の低い点珠の発生率を大ならしめた。 νラ珠、 ドクズ、屑珠の出現率は平均的

に35%程度は出ている。

価格コスト円 生産量(kg)

937S 

lど(八

110了

サ00

示。。

700 

500 

ろ0':

40l' 

300 

200 

100 

子入
真珠価格

真珠価格・コスト及び生産量の推移

真珠l事価

/ 

真球生産量

2ら 2b 釘 2今 3G 31 32 33 34 3S 3b 37 3K 3':-! 40 

7500 

5625 

375Q 

'"'ら

大路叙上の如き諸点から施術1万貝当りの必要母貝の数は多くを要し、浜揚

される「商品哀珠jの量「留まり」は少であるという事態と、その「商品真珠」

もまた従前よりも「巻きJのうすいものが多いという事態をもたらした。これ

を換言するならば「等質、等:量」の商品真珠3.7タ当りの「売上原価」は経営

費の上昇以 kに急激に騰貴するに至った。
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このようなコスト・クリ乙/スは三重県:染者のなかでも零細規模より、小出

、小規模より中規模と中小規模のなかでは梢規模の大なる中堅業者において

著しく起った。彼等にあっては地Jc潟、持において規模t広大の余地之しきため、
放びに前述した小珠の価格下落からまぬがれるため中珠、大珠の生産を目指し

て鳥羽、的タミ湾方而に、或いは県外各地に漁坊を求めて進出したが、これが高

ゴストの原因になった。運送費、 if!号、士号料或いは行迎依託料など直接y!tが増加し
たほか、すでに述べたように借入金が大となり金利費が増大し、守f附金、旅費

交際費なども大となった。そして児に速|拘j魚、場にif昔、%を分散させることによる

官j理不卜分などからする事故発生頻度も大となった。諸貸万端におけるifri約の

不徹底も戎程度不可illiで、あった。勿論サイズ・アップを可.能にしたり、鳥羽、

的失湾或いは瀬戸内海のtrrJき「色J!照りJを良くする漁坊を用いたりして売

上げは高めることが出米たが、この動向に応じて前述した如く中j末、大skの伽

絡もまた下.溶し、事故発生頻度の大きさを考慮して平均的にみると高められた

売上の多くは打ち消されてしまい、管理費のIJ党責だけが残される結果を招ねく

場合が多くあった。

しかもこのような「高原価化過紅」は次から次へと連鎖反応的な動向として

進んだ。そのもっとも根本的な動因は一万における「生活費の不断の上判ーとい

う過程Jの存在であり他方における「外側に利i閣のチャンスの空席と映ぜられ

る事態がある」ということであった。生活費の除虫はM'止的単純再生産を}一
仮に生産物と諸要素の布ri絡が不変であっても一一許容しない。それはほ貝養殖

業者を零細真珠養嫡業者へ、士号車町民珠養タ造業者三ど小規模民珠養嫡業者へ、小規段

さど中規模へ、中)見様を大規模へ!古jかわしめようとする。これらの階段は常に飛躍

がJにより多くの資本を必要とし、且つあとから試みる程のぼることが住J';准であ

り、しかも危険に満ちた段階て、あるのだが、小なる者にとっては大なる者の経

営が常に良く映じ、失敗、倒!主などの事例は不運又は個人的責任として註解せ

られる傾向が事実限強く存犯している。また災害や主ニ織のブミH¥!:などで、すでに

多額の負債を荷った業者(ま在来規模の経営のなかでは返済を凶味[引退じ

実そうである もって拡大された規模(取抜高)においてそれをはかろうと

する。

すなわち10万貝の施術量で 200)]"円の損失;o:あったとして、その負債を返済

するには 1貝当り余剰収益20円を創出しなければならないが、これを20万貝施

術ではかるならば 1貝当り余剰利益10円をもって足りるという如くである。す

くなくとも追加10万貝施術分の利子も入れた経費がその部分の売上増によって

1貝10円以との利益を出して牡|償われるならばそれは恐論的には可能である。
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~~朱養殖の如く危険頻度の高い産業にあっては l匂王子3の災害積立金やイ凶格変動積

立金が必要であるが、高原佃iと生活費上昇でそれをよくしえない経営が多く、

損失が生じた時の補てんをよくなしえず負債を増加させる。その負債を解決す

るためにと記の試みをなす。しかるに取扱量の増加は~)菅無理な密殖か又は規

模拡大をもたらし、危険を-~Nわくならしめるうえに、投幣の循1来最が大きくな

ることを通じて生活を派千'iこし、生活費を高くし、また全般的にコストを高め

る。かくして規模と借入金の競争的増大なる過程が生じる。

昭和134年におこった伊勢湾台風、 36'I¥三のチリ津波、翌二〔にこれと併行して激化

して増大した多毛虫の被害地大、硫化水素ガス事故の多発などはこの傾向を助

長すること大であったといえる。 I県外漁業」の存在はl唯一の残された「外側

の広範な利潤のチャンスJとみられ、小規肢からrlcr、大規模にわたる広範な業

者に県外漁場進出ムードがfi-:じた。またその過程で鳥羽、的欠湾又は地元漁場

でも県外進出者に見限ぎられたか、或いは倒産者によって手欣されたかして芯

干の筏汗設権利の余剰を生じ、これが零細業者の規模拡大に砲された。

昭和30年代における三重県業者の発展は、 「地元漁~JJ!fから鳥羽、的欠漁場へ

又は県外漁場への漁場展開」という「革新J(厳密にいえば先進大規模業者によ

ってすでにその前の段階から開発されていた軌道の踏襲)に頼りすぎ、他の点

では概してi日い生産技術を改変することなく、地理754P間的に「不Ij潤のチャンス

の空席Jを単純に追い超したという所に問題がある。空間的な大展開、借入金

の累増を犯してまでなされた施術量の大拡張は確かに目をみはる程の大発展で

はあったが、内容的には「漁i坊展開」なる一点を除けばすでにあったところの

三重県の養殖技術及び経営方式の「波及過程」の域を速く出るものではなか

った。 I而して立地論的に「潟、坊を遠距離にもち不充分な管理しか出来ず、且つ

コストを高めるJという関係が深かまり、追加コストドて対する「限界収益j
(“marginal revenue勺はもはや利i閣を生みだしえないところにまで至った

のである。またこのような度開の一半が犯米漁鳴における養殖成績の不振とに

あったのであるから、迫力口部分に対する在来部分のコスト、収益関係ももはや

利潤を生み出しえない状態にあるということが出来る。

勿論養殖技術と経営管理の能力の「個人去jは大きく、三重県業者にも高利

益を上げている者は多くある。併し一般的に昭和40年前後においてコスト・ク

リνスに立ち至っていることは確かである。他県業者の場合は概して未まだコ

スト・クリ νスには達していない。三重県の例を「思例Jとして地元業者の新
規着業寂出を極力おさえ、且つ三重県からの中小業者の侵入を極力おさえてい

るため、既存小数業者は漁場的に余絡をもちながら、密娘の弊害をあまり蒙む
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ることなく、養姐規模の拡大に成功してきている。 I高原価化傾向 jの作用は

あるが、三重県j魚、喝の如く楽死率が高くなく、また一定の養殖WJ間をliu:f是とし

た「巻き」の j享みも落ちていないため、「等質、等量jの i笥品l真珠3.7[f当り

「売と原価」は三重県における程急騰はしていない。特に長崎、熊本なとブし川

西海岸の業者のあるものは漁助の独占的占拠のうえに立って競争をf:ji.し、低廉

な!サ貝、労働力、漁場料(三重県業者の 2分の lといった如き)を的'保し、 [Js

弔140年前後においてもなお売とが売ヒ原価の2-2.5倍程に及ぶi笥収益をあげて

いる者もある。

nR不1130年代の展開過程の大要はほぼ以との如くであるが、この段階の終りに

得られた真珠養嫡経営の経営経済的構造を I~Û段階ーまでと同じ基準で呈示すれば

次の如くである。資料としては我々が39年度、 40年度の両年に調査したものを

そデノレ化して示す。

もとより経営経済的な内容は個々の経営f誌に大差あるものであって、これを

一概に示すのは無J~J'がある。併し三重県業者の昭和40年前移、の実態(土「赤字経

営jであるのが泊過であり、ゴスト・クリ乙/スのドにある。そしてそれは規模

の小な経営よりもかu突の大な経営において著しい。平均的な経営の内容を吸い
て表現すればと表つ如くであろうかと忠われる。これを前の段階と比較すれば

如何なることがいいうるか。 (1i施術量に対する筏台数は明らかに減少し、漁功

利用の集約化と替るに設備、間定資産関係の節約は進んでいる。 (2)このことは

規模を小とする程、著しい。 (3)その反面生産される真珠の品質は低下してい

る。人件費、漁場料、核費などのIJ窓貴、それに生活費の上昇は経営方針を基盤

なき@::'Il¥の増加、すなわち粗製品二造。方向に向かわしめている。併し生産冥珠

の品質別価格格差は比較的小で、あったため、この傾向tう著しい小規模業者にお

けるより、大規模業者においてコスト・クリも/スの様相は深く現われている。

(4)以との結果、施術貝数で主主義された従前の中規模経営は小規模経営となり、

小規模経営は零細経営となっている。 (5)小規模、三:;:*lll経営はうすまきの小珠生

!主に向かい、従riuの;比例守註の 3分の 1に低下した売とに適応した安価な生産費
の実現なる方向において合蛭化をすすめてきた結果、従，luの施術量[こ士jしコス
ト的には2分の l、資本りうえでは3分の 1に節約二を実現し、且つ労働費の多

くを実際には支i[，;}つれない家族労働に依存することによってともかく成立って

いる。 (6)これに対し中規模経営は中珠中心で施術量に対する売f二を従前の2分

のl以下程度の低落にともかくおさえている。併しコスト的には従前の施術量

に対してあまり切ドげられていない。ほ貝費やn耳定資j主償却修繕貸での大幅な
節約は核費、労働費、預け貝料、漁、均料などのIl党員ーがこれを相殺してしまって
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昭和初年前後における真珠養殖業の損益、財務構成

百 …一一重一 損 議
千円 i 子丹 " 千円 | 千円

ほ貝費 (3，100) 1 売 上 母貝費 (4，500)売 上

(40掛1，87拘 3.7阿∞円 i小珠山9 1120掛3，750均 3.7CJ=1叩小珠 7削
120 " 5 問 。=1.2∞円 3，7CJ =450 同 {ト1∞ 汐川川川6.4印47帥7
1C∞Oク1，875Kg 11 = 2， 0庇00円 {1 nnn¥ 1 80グ1，120Kg 11 =2.500円l(1， 890) . uu.， ~， L，cU"o -，c. vUUI 'i (1. 000) 
核費 (3，050) ! 核質 (3，540) ， 

{~川ト3川 j 中珠山9 {日伊/11 2'TAれ j ヰ1
6.0-6.6仰 2ヶ入れ 3.79=800円 L6. 9-7. 5mm 1.-2ヶ入れ
6.9-7.抑 2ヶ入れ (9; 6∞) 固定資産償却修繕費

固定資産償却修繕費 -". ~ ~~~ ~ ，~上建物設備 1∞ 
プて 珠 9.3709 (巳i- γ j備品機械船舶 200 

備品、機械、船舶 200 ! 3.7CJ = 1.200円 ~筏、ワイヤ、錨 6∞ 
筏、ワイヤ、鎖 的oi (3， 000) 'i I貝l収容苦言類 800 
貝収容器類 5UO I 計 (1，700) 
計 (1，2∞) I 労働費

労働費 r核入れヱ (8∞) 

，核入れ工 (800) : I e∞日x@l，O∞円
I 1. 000 El x @8oo向 Iピ戸ス切り、栓主主 (160) 
!ピ戸ス切り、栓差 (2nO) 1 j { 400日x@4CO円
< 4∞日x@切O同 I海事:負 (1，600) 
l 海事員 (1，800) ! .~ I 4，000日x@4∞向
I 3，000日x@6∞同、計 (2，560)
、 計 (2，8∞) ! 漁場料 (150) 

" 施術貝養殖委託料 (1， 500) {!'l 11 ，r~，費 (300) 

l 漁場料 (290) 利 子 (1，500) 

"消耗品費 (300) 雑 費 (300) 

手1]鳴 子 (1.田0) 稿!強金 (4，950) 
雑 費 (700)欠損金 (50) 

損

三重県小規模業者 (40台 10万貝施術)

益

三重県中規模業者 (100台 30万貝施術) 県外中規模業者 (150台 30万貝施術)

母貝費

{ l口20" 汐 3.7K:匂g=1.0∞円
核費 ml 
{4NCm M ケ入れ
6.0-6.6mm 2ヶ入れ

固定資産償却修繕費

陸上建物設備i-船舶筏、ワイヤ、鏑

貝収容器類

言「

i労働費

核入れコ二

400日x@800同
ピ~ ;ス切り、栓差 (1CO) 
200日x@500同
海事負

1，000日x@600同 l
計(1，020) I 

漁場料 (220) 

消耗J11費 (100) 

手11 マー (360) 

雑授 (200) 

利益金 (60) 

千岡戸、{、 千円

古河 と

珠 15.8809 
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いるといえるO かくして「赤字経営Jとなっているものが多いのであるが、所

要資本のうえでは従前の施術景に対して約2分の lに切下げられているため、

拡大丙生産の軌道を{許入資本によって強行しつつ、 「諸条件の好転」を待ち、

その時に経営内容の一挙な改蓄をはかることを試みている者が大部分である。

長崎県や愛綬県など、地元漁場のやi嫡漁場化、或いは老朽漁場化の進んでいな

い地域の業者の上場合は三重県業者の経営不振とは対照的に、尚相当な利益が持

続されている。ここでは三重県業者の「追いつめられた密殖又は早場げJの事

態がなく、挿核後の養地期間も小球 1~ 2 ij三、 rjJ珠2年、大I朱3年と長く、し

かも養:J[自問聞を長くもつことによる歩減りも比較的すくないため、中珠、大珠

主体で、且つ三重県業者よりも単価のl克い商品点珠を年間浜揚毘t(重量)では

の同程度の施術業者とあまりかわりのない程度に生践している。これに

よる売との去の部分が余剰利益となっている。コスト的には養納期間が長いだ

けに、またslミサイズが大なだけにFJ貝費、核費、同定資産償却修繕費などは高

いが、¥7:地の均所が三重県以上に「僻Hfl.Jにあるため海事労務費は安く、漁場
開移動費、旅費など雑貨もすくなく、また潟、安く預け貝料の女1Iき支出項

目がないため総体的には三重県業者ーより大になっているとはいえない。大手業

者を始めとする大規模業者の場合は養嫡部門と加工、卸売部門とのじま別が明ら

かでないため、養殖部門の経常成結は明らかでないが、売上では上記長崎、愛

媛県業者と間程度の水準にあるも、コスト的には 1-2割はI古代、赤字ではな

いが利益ヰ5('土一般的に低いのが実態で、あろうと思われる。

。 <> 一一一一

昭和30年代の真珠生庄の増大、供給の駒大はこのように到併せられる。問題

は供給の斑論に日夜した現状の評仰である。自rtl競争的な平[Ji閏の自己消滅作用の

結果、従来からの主陵地であった三重県の業者の利潤がまず消し去られた。併

し新興成地や漁l若;~民必(を三重県ほどには行なわなかった地域にあっては未まで

尚増院を誘引するに足る「利 il習のチャンスの空J!ì~J が残されている。三重県業

者にとっては現状は内部経済的に節約をばかりうるところはすべて節約し、価

格関係と数量関係の点で均衡過程のゆき尽くした状態にあり、労賃、核費、母

貝費などの要素;価格の変化に応じた生産費以上の莫珠価格の1:H現が存続のため

には不叶欠となっているといえる。

しかるに問日本の各産地で、は慨して現状の価終関係の下でも尚価格関係と数

量関係の点で必J1釘過程のゆき尽した状態にあるとはいえず、 「与件適応的Jに
生産を拡大しようとする誘引が働いている。!日してこれらの西日本産地では既

7
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存業者の商い利話率に刺激せられて新しく [Tj:貝養殖から真珠養殖に転換を試み

る者が続出し、この動きの如何によっては三重県で昭和初頭又は昭和20年代か

ら30年代の初頭へかけてみられた「集詰けのもたらす自己増殖的自転作用を各

地で続発せしめる可能性すらうかがわれる。また既存業者もまた追加投資に対

して高き利潤のある限り増産を進めるであろう。三重県からの進出もより高き

漁場料の呈示をもって可能な限り続けられるであろう。いずれにしても「与件

適応的」な生産の拡大による利潤の白己消滅作用は三重県から漸時凶日本各地

に及ぶと忠われる。この均衡過程が全国に行き波るまでには尚相当の「波及の

時間JCtime of extention)がかかり、その聞は生産、供給の増大傾向は停止

し嫌いであろう。増産傾向が修正せられず、これに見合うに珠消費者需要の開

拓が価格の上昇停止、又は引下げが進むならば、コスト・クリ νスは三重県業
者においてより深まり、それは潮時西日本各地にも波及していくことになるか

も知れない。 或いはこの過程で三重県の小規模上)脅から中規模業者へかけての

層を主体に倒産が大規模に起り、この傾向が大きく修正をみるようなことが起

るかも知れない。

∞心



真 珠 求 吉
ア『主 (VI) 

磯 円

u
市庁・ 楠 てと・

口

(株式会社 円本ノミ ~lレ)

或る真珠犀のタワゴト

哀材、の浜あげ、特にそのキズ珠とか、屑珠と言われるものを観察すると、必

ず幾つかの類担に区分される。私は之をあこや貝が苦々におくってくれた情報

長pち二子紙であると考えている。従ってこの情報を解説することによって真

珠養摘に関するもろもろの知識を獲得することが出米るであろう。しかし之を

解説するためには、より多くの知識と幾多の基縫実験、それに透徹した観察力

などが要求されよう。それだけに吾々は此の情報一…即ち手紙に対する読解力

は非常にお粗末で誤解ばかり重ねているようである。

生物は形態的にも機能的にも戎程度のまとまりをもった単佼部分が沢山相集

まって一つの高次の単位を作り、それらがえ集合してさらに一段と高次の形態

的・機能的な統合体を作っているものである。こうした部分から全体への統合

が複雑なJ主命の世界を組立て Lいるのである。従って之等個体レベノレについ

て、その独自の法則性と之等レベノレの!聞に存在する対応関係を究明し、吏に之

等を統合する基{礎的な研究によって、此の情報の読鮮が心I能となるであろう。

しかるにそうした意味での基健実験は少なく、父共感をI司王ぶような個性的な観

察も実証的な研究もない。之では応用分野としての技術的発展はなし、。このこ

とは此の真珠求真の稿で度々指摘した通りである。斯うした研究からはアゴヤ

貝の提供してくれる情報の読解ーはおろか、安直な腰だめ的な結論しか生まれて

米まい。

即ちほ貝の1:J:立てとか、作業後の養生とかのi守もない問題が必要以とに強調

されている。例えば~ 一〈つ養殖ぽト数年の人が訪ねて来ました。話は「浜揚

げをしたら黒珠が多かった。その黒珠は形は恐いがツヤのある比較的よく巻い

た珠でドクズ見たいなものはそれほど多くなかった。黒でない普通の珠も割り

合いにピンとした珠だったJということだった。何故そんな珠になったのかと

いうわけですが、この話を品質要素について外側から内側に向って、つまり時

(一)会報50サ75頁
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をさかのぼりながら検討してみましょう。

まず光沢から、ツヤがあって、ピントしていたということから、この珠の養生

過程の最・後の段階化粧をきのl埼:械にはやIも変ったことはなかったということに

なります。ツヤをなくすような安凶 、 例えば以~J昔、低水j晶など生血的:r.;u先的な

itriでマイナスの安|刈は働いていないということです。次!と巻きをi検討しま しょ

う。よく巻いていた、ビ

γ とした珠だったという

ことから養成wJnn小は止
'};n乙之さいたことが分りま

す。在きの要オミを支配す

る水jfli、海iの流通、只の

状態など環境、官JlJ!、生

JlJ!.などの条j'I:の上でH¥H国

になる点はなかったとい

うことになります。 次に

色と形と質については，'，1.1，

色変形だったということ

ですから、ノ(:J械自の分j必

が燐んだったことを示し

ています。このことはI米

長成!と入る以前の問題だ

ったということになりま

す。つまり 'H:立て、仲

核、養生のどれかという

わけです。挿核イ寄生以í~~

_I:の質問を二、 三してみ

ましたが、これらに別条

はないようでした。そこ

で「仕_¥L:て作業の途'1'で

jえがハナキをのばしたり

しませんでしたか」とd

ねました。 Iいつもより
期間を長くとったのです

第一関の1 什.立て HiJ

同はAIL57佑 [，';15目{がま7ν ンプ ー アン

染色はエオ Y ンとへマトキシリ yの惚fr染色

第一関の2 仕立を了へたもの

否卵f).{きを了えたものという方がよL、かも知

れなL、。

がハサキがのぴたり、すぐにsljをもってういた」というのです。それでハツキリ

-60ー



と解答がでできました。 1ft:立て不足」なのです。 仕立てが不足の時はこのよ

うな浜揚げ珠になりやすいものです。つまり海況と仕立ての方法がこの年には

うまく噛み合わなかった。言いカか冶えれはば、i海毎況の変動にイ仕土土一)立、

なかつたということでで、す。仕立て技術が伝耳えとして単にその形だけ残されると

必ずこうした間違いが起ります。(原文)私はこの説には賛成しがたい。

図1.2は11)(足筋のとの所主iプク口と柄、される部分の横断凶である )~~~珠求

真Iに於てほ貝仕立ては自分ところの作業にマッチさせるべきで業者によって

は仕立てによって反って乙/ミ珠やキズ珠を多くしている所があるのではないか

と忠われると書いたことを思い/Ilして l~lj[';(1 を比較されたい。 1，上貝の fl: l'λてによ

って総て点珠養殖の成総がたイゴされるかというと、そうではない土砂合も多分に

ありうる一一こうした図のような危険性についてはが[の論l議もないのも不思

議である。 J肝花 LB貝日立てなんて Second.bestそのものであり、こうした

Statistic な研づt~士此辺でrJニ協して、尤と以!な視好から研究してほしいものであ

る。

本誌59号仕立て作業の意義において 実験の結果、或はその巧祭において

示さわしたように仕jλて作業は挿核手術後の児死!日t核量両現象を支配し、このこ

とは異珠の歩腎りに対し恨めて;ごきな安悶を与えるものである。さらに主珠品

質のうちその形質要悶を支配するものであり、初期]分泌に関与して頁.珠の品質

をその第一段階に於いて決定する役割をもっている} 公々と記載されている

が、安ーするにほ貝1b'z:ては或砲の阻害因子を製禦せんとする一つの方便でしか

ないのである。それが今では日的悦化されたように忠われてならない。業界を

古するもi¥t:だしい暴言的な表現で恐縮ですが「技術は平均化して何処の作

も大廷のない状況になっている J という。然しそれはとヒJÌ~: される民珠の成粘が

向ヒしたと言うことでないことは光点IJ街]不矢口のことであろう。と言うのは、

を返せばほ貝の仕立てやピースの吟1i7f::などでは、どうにもならぬ限界に米てい

るということではないだろうか。

こんなふうに見てくると点珠養殖の技術師に於ける閉究は所詮不 Eの述続の

ように忠われてならない。従ってνミ珠、キズ珠、クズ珠などの防止の対策と

してけ、何時も卵抜きとか、或はほ貝の仕立てとか、作業後の養生とかゾ共通の

結論となるのである。然しこうした研究はその行詰りを招米することはあって

も、決して明日の技術を拓く所以のものではない。それは Secondbestの域

を出ないものであって、何とかの一つ覚えのそしりを免れ Lば幸である。 50年

来のこうした研究の不毛が今日の巽珠の危機のー原因でもあろうかと内心佃慌

たるものがある。

円。



× × × 

「真門真珠養殖法が発明されてから既に50年、その間真珠養殖技術の進歩は

日ざましく特に戦後に於ける発展は著しい」と称賛〈ー〉している。又U氏は「現

犯ではその技術水準の高度化と平均化によって、何処の作業場も大差のない状

況になっているJC引と手放しの礼賛である一一一世放に謂う「何とか芝蔚で楽屋

からJとの言葉が忠われて苦笑されるのである。
U氏の言う技術の平均化したことは事実であろう。しかしそれは技術水準の

高度化の結果ではなくむしろ研究の行詰りによる所謂ドングリの背11安ベ以外の

何物でもないように忠われてならない一一これは咋今採取される真珠を見れば

分ることであって、政て私一人の思いではあるまい。

昭和8年か 9:t¥ニであったろうか。或臼尾凶方じ氏の令兄尾旧利平氏が訪ねて

米られて

一此の頃卵抜き、卵抜きというが何のことか?

一全冠式の乙貝を作るでしょう。あれを 5~7 分位の所でとめたようなほ貝

を{土立てることですよ。

一何やノそんなことか。君のところもそれをやっているのか?

ーいいえ、やっていませんO その必要を感じませんのでO

一どうして?

ーそれはお金持の業者のやることで、吾々貧乏な業者には用のないものです

よ。

ーどういうことや?

一苦々カネのない業者は、その年に[史うほ貝は春に漁業組合から買って米て

竹寵に入れて海底に並べておいて、順次に使ってゆくのでお金持の業者の

ように筏へ吊った繰り越しのぼ貝なんて使えないから。

ーなるほどね。

と実って別れたことを覚えている。

当時は 8~9 月が一番よい挿核の時期であった。それは経験的なものである

が後にこれが合理的であることが分った。

× × × 

第二図はあこや貝の乾燥肉中の成分の組織の変化を図に示したものである。

貝肉の主成分は蛋白質であって、この量の消長は他の貝類について観察されて

付会報54号
口会報第l巻第2号
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来た通り、グリゴーグンや脂質の変化とは全く相反し、而もグリコーゲンや脂

質のような急激な変化が常に肉体の主体をなしていることである。グリコーグ

ンは生殖期の終りの 9月頃にはほんの痕跡しかなかったものが肥大期に入ると

急激に増加し貝肉部では 1~2 月に、貝柱では 3 月に最大となり、員全体とし

ては3月中にその最大値‘13%を示すに至る。これが何れも翌月からは急激に減

少するが之は春成熟期に入り生姐準備にグリゴーゲシの貯蔵エネノレギーが利用

されるものとみられ、 5月には 7%に減り、生殖期に入って生殖活動が開始さ

れると更に急激に減少して、その痕跡を止めるに過ぎぬ状態になる。

15 肥大矧 成熟期 t 生殖期

出
!O 11 12 

第ご図 真珠に関する生化学的研究(第一報)アコヤ貝成分の季節変化

アコヤ貝乾燥肉中成分組織の季節変化 問中正三・波多野博行

※ グリコ{ゲンの消長に注意

脂質含量も貝肉部では2月に、貝柱ではそれより早く 1月には既に最大量に

達するが貝全体としてみれば肥大期を通じて徐々に南方11して来たものがグリコ

ーゲンより約1ヶ月も早く最大含量12%に達し以後激減する。従って脂質もグ

リゴーグシと同様に生殖活動のエネjレギー掠として役立つものと考えられる。

一以下略ーくー〉

私はその創業当時(昭和四年)は挿核の最適期が 8~9 月であったと書いた

がそれはこの図でお分り頂けたこと L思う。それが一方量産に追われる様にな

って卵抜きとか、母貝の仕立てとかY問題にされた。然Lこの取上げ方が余り

にも安易に過ぎた。というのは之は一種のアゴヤ貝に対するパーナリーゼーν

ヨシであって季節ハズレに開花させたる一一電照菊の如き春化処理や、冬憶を

付真珠に関るす生化学的研究(第一報)あこや貝成分の季節変化について

問中正三・波多野博行

ハ
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鳴かすような光処理であって、良い点珠をYFる為の最良の考慮で、はなかった。
それが必要以上に強調された所に業界の不i字があった、と言えないだろうか。

挿入されたピースによる真珠袋の形成について~......~A氏はピースの外部主皮

が真;耐えI古j辺の組織上に!よがり莫珠袋を形成する、この際特筆すべき点は一一

ピースの外[面上皮細胞が哀珠核河辺の健康な組織]二に広がることであって、

珠核の表面に沿って真珠袋を形成するのではないということである。くー〕一一従

って内凶LI:皮が核に沿うて存在する均合には正常な J;~珠を形成しないというの

である。に〉 一之に対し私は真珠求立直においてピースにと皮細胞の存在ーは大

した問題ではなく、それよりピースのとド両 j二皮下問に新に発達する結合組織

の生起が問題だと思うのである。即ち挿核によって損傷さわしたほ貝の体組織の

損傷|却を被ってこの新らしい結合組織が発達し、そのとに I二皮組織が増鈍す

る。而してそれが分化して冥珠袋となり立珠質を分j必する機能をもつようにな

ると一従って上ド何れのヒ皮組織が核に沿うていても問題ではないと言う

l床のことを書いた。従って上皮細胞は核を包んで真珠袋を形成するものではな

く、挿核によって損傷されたほ貝の体組織の損傷部を修復するために先づ新規

な結合組織がその損傷部を結合し、そのとに!二皮細胞が生起する。従って結果

的には核を包んだ上皮組織が(真珠袋)が形成されたかの如き観を呈するので

ある。

× 〉く × 

大体に於いてピースは健康な組織内ではや11燥しない性質のものである。この

ため健康な組織内に挿入されたピースはその位置に就いて細胞グネ/をYr二るに止

まるものである。今次大戦中は挿核作業をLf'Jとして 1個のほ貝に多数のピース

を挿入して細胞ゲνを作って作業を続けたことは古い業者なら周知の事実であ

る。之は此の性質を利用したものである。

× 〉く × 

或業者否研究者達はピースの後おくりを云々するが、之も要するに一一寸市桜

によって生ずる挿核経路及び之等の影響によって損傷されたほ貝の体組織の治

癒をまってピースを挿入し、突起及び連続珠(真珠求冥1II参照)その他キズ珠

のtH現を防止し、併せて核周辺部に出現する遊走細胞その他の細抱を組織内に

吸収するためのlヨ時を貸し、之らによって生ずるであろう νミ珠やキズ珠など

付 会報53サ異状真珠の出現防止に関する研究 77頁

伯尚J 70頁図48
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を防止せんとする日的での考案であったのである。日IJち挿入経路などの損傷は

治癒しやすいものであるが、核河辺の損傷は核の存在する限りその治癒は包菜

癒合の形をとるため多くの日時を要するのである。そのための日時を貸さんと

する考慮と考えるべきである。然し核のみの日時が長く続くと脱核の多くなる

傾向があるので余り有効な手技ではない。戦後YI氏が大村湾へ進出した際、

大村湾ではイ!ド々卵が抜けないから此の方法をやろうかと相談を受けた。そのと

き手間のかかることと能率の悪ささえこ苫にしないならやれよ。然し核だけを入

れた怖で‘置くと脱核しやすいからピースを入れる時機を考えよといったことを

党えている。

これより先き昭和5年頃問中友三氏はピースを先きへ入れてピースが LAG
PHASEから LOGPHASEに移行する頃押核したらと言われて試みたが、こ
れも実際の作業としては期が多かった。

× × × 

一体に斯うしたピースの後入れとか、先き入れとかの作業はほ介仕立と同様

に次前の問題でしかないのではあるまいか一一挿核という作業は全くの一本勝

負であって挿入の位置がマズイからと言って手直しの効くものではない。又挿

核の際ピースの所在が確認出来ないからといって、更に今一倫!のピースを挿入

することはよく見かけるが之も危険であるというのは図のような類 r-、
型の真珠が出来る可能性が多いからである。このことは ¥ J 
1. ピースには一定の LAGPHASEの時期のあること。
2. 健康なほ貝の組織内では、ピースは伸展しないこと。

3. 生殖巣の損傷は甚だ治癒しやすいこと。

などを考案すれば自と納得のゆくことである。~この 3 の事柄からピースの

後おくりの場合はピースの挿入を、核を挿入した経路より入れずに、核の存在

する傍からスーと挿入すれば頗る簡単である。しかもそのピース挿入の創は翌

朝には完全に治癒しているものである。

× × × 

核と二個のピースの位置関係によっては図以外のの細胞ゲνの附差した真珠

を見ることも多いものであるが何れも翼珠の表面近くで結合していることから

1{51に判別出来るものである。此の種タイプとしてはA氏がツノ珠2型として

区分している。之等の成因についてA氏は一一真珠にケν珠の附着しているツ

ノ珠の根本的な成因はその哀珠の周辺にケνが形成されているということであ
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ると〈ー〉書いているが之は実に名文である。 ーーケジの形成にはその成閃が挿

抜手術1'C関;;gすることもある ì~' 1\:砧巾のアコヤ貝に与えられる機械的な i1ij撃が

ケジの形成!こ関係していると考えられるだろうか。

大森 (1950)l'j: 11 ¥米る

だけ施術貝を乱~J~l乙似は

ないようにすることがケ

ν附Jffのツノ珠の/1¥現防

止策になると 判じてい

てA氏('1施術以にj!I!jJ取を

与-えたJJa合!こケνのfl珠

山が形成されるという経

過はマダ観堅持されていな

いが、次のように巧えら

れる。もしやI等かのl1!j'取

で真珠が変具するか、ぷ

!r;!:.以珠袋Nij辺の組織が郎

分的!と収縮すると似〉とす

るならば、それがために

お珠袋上Jyのー浦和H胞

が点珠袋から独立してケ

ジの瓦珠袋を形成するIff

能性が推測山米る。一一

科学に於けるj昨訴1''1:とい

うのは大変に'血い条f'I:

で、傾くdJい部分の知識

からららゆる部分のこと

を推測する ~I"ì官に強力な

方法であるが、一方その

狭い部分が十分はっきりしていないと大変位険な結晶を導くおそれがあること

を注意してほしい。

白 書~科学の布JTj1'4，の一つは予言のIfftiHI:である。 しかしそれはあくまでも初

る。一一一このことについ

(→ 会報53j号 180n 

:XI-:!羽のA 1は;gn変刊しつ与ある ヒー λの結

fr組織の，NIIIJ包IIIJ'flに出現した炎fヒご.つの/J.

にiiえて

第三lヌlのB 21'1，[:，:(1のAに示したごつの点が!r:長

しつつある状態である

《
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期条件によって!i(r((A!:されるものである。しかるにその初期条1'1が既!乙日想性の

疑わしい仮定であっては

tJi'・1可のこの論議も一つの
ナソセ γスでしカミあるま

一-，{ai骨l'のあこや貝

に与えられる機械的なi1!j

~IHがケジの形成!と|民l係し

ていることも々えられる

(磯和、 1957) との ~IJIJ

の記快を受けたことがあ

るが、私は位決とか{μ;l?

とか、拡Hおとか言うぷ引

は1史うが衝撃という 吉良

('i)日いないようにしてい

る。それは其の言集のもつニューアンスがちがうからである。市実在、は機械的

î1!j般によって形成されたと昨認HI米る t~fj;を知らないっ 或時は紐13波での術祭

でuJ3kが:t¥米る筈と伝じ、実験して引いたがや[も山来なかった。 之[士山間した

起(~.波の発生災問.にH'i1 r'Jt'I:がなかったためかも矢nれないが、 とにかく ~I~珠は形

成されなかった。 X貝11!) 除のj1ii幣でケジがj巴!ぷされたと稲言iH\~とる;t.'~~朱を兄た

こともないし、ス納付できる文献も見たこともない。

い。

x x x 

相、. 、
第三図のC JiiJ岡ーのBの増殖しつ』あったこ例
の細胞が生長してニ例の細胞集団としてピ戸
スの組織外に/1¥てー只.珠袋を形成している3
4は二仰のうちのー集団が切片作成の!刑政駁
されたもの

× × × 

ここで国立以i肝報告 :1 (1957) の ~'~ ßI~形成について尤と詳 し くしておこう一

-!;f54図の lを見ていただきたい。外套)1央の紡M組織内に異物Hがイチ在する。

ここに言う先物とはW~、民に 1 1 1米しない物日-を泣:!沫する。この貝ー物が{nfである

か、また如何にしてここに科在するようになったものか、E!IJち外;:11から位入し

て米たものかあるいは具体仁lらがれったものかは、l明に山米ないがfl珠袋から

分泌したものでないことは194かである。

H の下方!こCg))l~ ;ò>:11現している。よらがやがて点珠宍を形成するであろうこ

とは第四図の二及び三で班wm¥米るであろう。
問題のHも小倉氏のイi);.l(1，.[;l(の乃祭の所l:命のごとく 、何らかの原閃で応部の
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PHが下降している部位が出来たとき、そこを通過する組織液はそのj寸所に

於いてPH下降のため組織液中石灰括11の治JIJI(，肢が増大する結果と なり 、その周

辺に広く 存在するた11純波よ り 石灰砲の拡散を件てその局所のTi~灰j担は常にj山手

となる結果を示す。この状態下の組織液が周辺のPHに復原されるとを石灰j盆

が折山される可能性がある。第四図のー~こはそうした過程によって出現した

ものであろう。

第凶図ノ- J'l;J)!;形成のー経絡につ

いて 8x5-115
問題はこのHである。即ちこれが
何かということである。
E ~主上皮組織 、 Gは腺細胞

約i''11羽ノご兵珠形成のー経路につ

いて 8x5-115

貝類の外套l山は火々 の部イ立に よって多少川位)~~を兵・K し 、外[(rU: IJ[は内面上

i支より高い市イ立去を示す。今この外套!院に涼く似似を与えたj劫合には、一般の

女11く損傷電流による'I(lイ立降下が見られた。然、るに損傷が外套!院のぷ府に止まる

ときは、電位上昇が見られた。尚この外にも組織のi安死及び自家融併などでそ

の部分が酸性になるこ とも知られている。こう した原因によるPHが低下する

ことにより生体内で組織波の環流している際ある局所l乞於いて以上の如き何等

かの原因でPHが下降している部位があったとき、そこを通過する組織波はそ

の局所1'C.於いてPH下降のため組織液中のイーi灰11，1溶解度を増大せしめる結果と
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なり、そのため周辺に広く存する組織液より;ri灰砲の拡散を叫てその月所の石

第四図ノ三 兵事長形成のー経路につ

いて 8x5-115 
Ps〆 -/レサック P~珠 (固定液
で脱灰されたものか、コンキオリ

ンが残っている Cgfl@細胞

灰Ji.iLは'{i;iに泌尿となる結果を示す。比の

状態下の組織泌が同辺の PHl乞復原せら

れるとき石灰出は折Htされる"f能性がゐ

る。生体に於ける石灰のi'A;ポは損1Mその

他の原凶により組織に同部的{乙屯牧上昇

を起した助合!に、上昇部は組織液が酸性

に似:1くため'，ll1立上げ1'.11を通過する組織液

はイi)~反 J11l~の ìHW{o度をが)7]11せしめる結果と

なり 、}.'，j;21に広く存在する組織液より石

灰J"lW¥_の拡散を受けて)，JiYiの，fI灰J"lW¥_は'i古!こ

ì~~厚となり此の状態の組織液が}~~辺と 同

じPHIこ復原される!と及んでイi灰胞は折

山されるよう になってく る。その問!仁於

いて組織ìf~の金属イオ ソが特にヰ{効にWJ

くものである。(ー〉

第四|ヌ|のー~二のHと第五図の三の中

心部とを比較すると共通なものがあるよ

うに忠われる。之は閉じ原因で生じたも

のであろ う。

11IJち生体内で組織液がr，¥-'I流している際、ある )，J所に於いてMらかの 原因で

噸内
PHが下降している 部牧が大き

いか、或は組織法'1'のイI灰Hiiの
濃度が特に向いかする ときに

は、その折出によるi'A;lfがリ ー

ゼガ γグの現象をとるであろ う

ことも考えられる。 tHP4阿の-
JJZニのH及びtH:/i， I~1 の三を観察

している ときそんなI~ じが-rる

のである。而して第五図ー~三

を観祭し 、 次l乙~~凹|支|のー~三

を観祭すると、 第五|ヌ|ー~三も 第五図ノー 8x5-115p折川された石灰塩

付久留米~誌 tß一七主主三一四号 第一八巻七一八号第一九巻一号

小良合平氏不灰沈i汗の~筏
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のF真珠へゆVl-iiKt'与とがいるし、三ケ所へゆけば磯干(Iが肘るから共氾え

いつでも弓ねてみよーと:言われたので、お訪ねしました。

と言うのであった。そして先日Ki':y:上を尋ねて

一先生、点のi/ミ l土利11胞が卵ををき込むためでしょう?

と質問したというのである。

一市III胞が卯ををき込むなんてことがあるものか、そんなことはない。

とK昨じがす子えたというのである。

ーそれではどうして乙/ミが11-¥来るのですか?

と質問したら

それが分らぬから研究しているのではないか。

といったとぎうのである。そこで夜、は染15氏に念を押した。

一本当にK 士はそう可iしましたか。

ーそうです。ヱライ jf:気で叱り附けるような調子でそうい Lました。

とのことであった。

一在、もK のその言葉には賛成です。そう単純に卵を巻き込むものではな

いでしょう。しかし、それならどうしてνミがH:米るのかと
それは残念乍らレカジカの原凶でとは申し上げかねるがね。

と答えた。当1l"Y'はこれが原 r-islt~ と言える確かな資料を持Tこなかったからであ

られると

る。

染谷氏との以ヒの会話を思い出し乍らK問1:らの「異珠の研究Jにjcjを通し

て少なからずガツカリした。同志では、本論で1まなく「主riJ立4として、あたら

さわらず的に一一ピースと核とが陵清せず僅かに離れている場合には、その問

に~立走細胞、生組京I1IIJ包などの集合体がはさまり異常莫珠を形成する場合が多い

一一云々と、染谷氏は今尚大 JeJ 位以;に在勤の替であるが、この記事に就いて

どんな感↑哀をもったであろうか。

× × × 

辻井講師はここ数年ひどくふえて来た真珠のクズ珠

がなぜ生まれるか研究していたが、 このほど涼原鼻i副込対iを突きとめることに!成i皮史i芯功写り功IJし7

ので同大ゴ学予l医室!学3芋三i部:常祁司祁:の休、武田¥il1j教授の協力を得て近くクズ珠の出来な

チ誌の実験に乗り:l-:す。 一中iil佐一辻は正常な真珠を包んでいると{と

常な真珠を包んでいる貝とを比べたところ正常な只には核と立珠伎との11'1¥

物が入り込んでいないのに、クズ珠にはあこやt=:jの卵子、こ、 Jfl江球出IIIIJ包など

が入っていることを発見した。これらの異物は哀珠袋のなかで死んで分片付』る

門

i



が、分解した産物が真珠袋を刺戟するため真珠袋の周辺に病的な状態が起るの

だという。このため正常な真珠袋は上皮細胞が横にひらたく薄いのに、;長i常な

真珠袋はと皮細胞が高く盛り上って厚く変化してしまうほか、正常な豆珠に比

べて資自賢一の割り合いが-~~~.状に多くなるので真珠特有の光沢を失うという。ク

ズ玉井、の原因を突き止めた辻井諮問は林、式回iぬ教授の協力を得て病理学的にク

ズ珠の出米ない方法を考えて居り、核をあこや只に施術する前に薬品に浸し有

毒物質'~事前におさえる研究をしている。近くあこや貝 200似を薬品に没した

絞を施術するが此の秋には結論がiliる。同講師は「仮令薬品が効果がなかった

としても原因が分ったのだから後は薬について研究すればよいことだし、そう

凶慨はないものと思う」と自信のほどを諮っている。(昭和33年6月27日朝日

新聞から)

主主しこれには二つの問題がある。第一はクズ珠の出来る原因の考察であり、

今一つは核がど、れだけ薬品を含むかということである。尤とも薬物の種類にも

よるであろうが、私が依頼した実験結果で‘はよく干燥させた核を秤量し、~に

それを氷中に7日聞入れて両者の日方の違を比較したところ 2分の核 1K9で

僅か 1f}前後の階加しかなかった(当時のデータをなくしたので記憶にたょっ

た)。 これでは浸漬の目的は達せられるであろうか? この新聞の記事から既

に十年を経過せんとしている。しかしこうした実験のその後の結果は之を知ら

ない。おそらく成功しなかったということではなかろうか? こうした原因と

いうものは真珠研究者の多くの人々によって言い古されたことであって、今更

事新しく発見とか何とかと言う筋合いのものではない。寧ろ今時分こうしたこ

とをクズ珠の原因と考えている研究者があるとしたならば、それはおどろくべ

きことである。

× × × 

尚辻井氏は一一一クズ珠とは商品価値のない真黒い柔かい珠が出来たり、拡j色

の全然真珠光沢のない真珠のH:¥米たりするもの、といっているが、之は

53号にA氏が設皮層J真珠として書いているものと同じもの Lょうである。

一一~A氏は此れは最外層が主として殻皮層からなっている真珠で、外形は不

殺形なものが多く一中略ー外観色は黒拐色又は茶褐色を呈している。採取直

後は水分を多量に含んで、いるから光沢と弾力性があるが空気中に放置する時は

間もなく光沢を失って粘土が乾くようにヒビ割れが生じてくる。殻皮層真珠の

うちには表面の一部に真珠層が出来ているのもある。殻皮層真珠は別名クズ

珠、ドクズ或は有機質真珠とも呼ばれている。殻皮層哀珠には真珠としての商
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品価値はない。(原文)と書いている。

辻井氏の言うクズ珠とA氏の言う殻皮層真珠とは同じものと考え、当会報53:

4号11図に示されたものと了承して論議をす Lめる。これらの禁獄は普通の肉砕

機によって採取された場合でも正常な冥珠とちがって、その殆んどが真珠袋に

包まれたま Lの状態でLHてくる。このことは一般には看過されやすいが之をア

セトンに入れると巽珠袋が急、に白く変るから明瞭になる。市jて制色(茶褐色)

のものは大方層状の構造であるが中心の核には当初躍若したと見られる有機物

や時に一部分真珠惜のあることも有るが、核n休には変化のないものが多い。
此のことは重要な所見の一つである。同時に此のパールナツクは多くの附究者

の所見とは相具するようで、ある。しかも部I'{いことに、県色(児科J色)のクズ

珠は挿核の当初に於いて一応良を分泌し、殺に何らかの販問によってその

上の塊状の渉I-IJ物つを重ねたように観祭される。従っての Ii:常に|言]ー

ではないかと思考される。即ち禍色又は(茶褐色)と汗われるクズM(は，む識的
に之を形成させることはiたして不'IJ能でもなければ、さしてむつかしいことで
もなし、。然しその成生の機序に就いては私は尚何も知らない -A氏は設皮脂i

真珠の出現する位置について[そのIU現位置は広く分散しておりその成悶の梅

幸mさを示している」と書いているが、之は哀を返えせば「位置に関係なく出現
する」と言えるものではなかろうか、ということである。

認で一言附言しておき度いことは問研の和問技官が一一真珠には殻皮な

る定義に属する有機物はないと考えております。殻皮と同じないし之と類似の

染色態度を示すものを殻皮類似の有機物と呼んでいますと (42.10.17日

から)これは流石であって実にうれしい発言である。私は真珠の浜あげ殊にキ

ズ珠やクズ珠を観祭していると、必ず幾つかの類史jに区分されると書いた。即

ち之等を真珠貝の提供する情報として之を把握し読解し、之を再現せしめんと

しての類型であって、その構造から分るような異常真珠は始めから問題にする

に足らぬものと思考するものである。おそらく異常真珠が出現する場所が、必

ず何時も異常真珠が出現するということはあるまい。問題は何故そこで共の時

に異常真珠が出現したかであって、正常な真珠が出来ることも決して少くない

のである。之らを論外としてはいけない。紅、は真珠求真IVに於て挿核の当初に

於いてピースによる直接のνミは10-20%だと書いた。他は場所(挿核場所)

の異常その他もろもろの原因によるものであろう。然しこれでは無責任な放言

になるから尤と具体的に考えて見ょう。

母貝に核のみを挿入して養殖しておけば何時ーまで経過しでもνラ珠であって

クズ珠やキズ珠や正常な真珠は出現しない。このことは業者は皆よく知ってい

-73-



ることである。そこで大胆に/与えて見ょう。 f可↑核だけでピースを挿入しなかっ

たらνラ珠にしかならない。ピースを入れるからもろもろの烹珠になる。然し

その何れの場合であっても、あれだけの押核施術を行うものであって見れば、

その損傷部分にいろんな細胞が立さまって米るのは当然の生体反応であり、

生児的必然であるo1たって之を防!ト信ずることは不uf能であろう、と同i;-.iごに生物

体の細胞、組織等の形r~[~Vi/.1.物系がi向かに親7)<''!'tゴロイド系であることから、

それら構成物質の物理的悦格と生態、溶同との物)1]1的条けによって訓告Ijされてい

る。このことは)1じきの損傷古流、或はJ支流休液の PHの文化などによってその

形態なり、機能なりが変化するものであることでも切らかである。 l好うした見

地から芸珠の作業を観察してくると従来の既成概念がおかしくなる。 ザIJえば光

きの挿核に士、jして集合して来るであろう !!i討を細胞その他の集合があったとして

も正常な哀珠がIH現するものもあろうし、異常真珠のU¥現もあろう。そのあた

りの原弘!の相避を何に求めるか?下、はこうした観察から阻害i泊予の三与えを導

入した。在、をして言わしめるならば卵抜きとか、 iヨ:貝手てとか、 ii正況の変化

とかは何れも耳目f[fiの阻害問子として作用するであろう。之に対し苦々は新しい

生物学の教える所に従って阻害国子の考究と共にそれの防禦因子を研究し、或

は之に先行する酵蛾の成~Èに関心を払い、何十年来続けて来て荒したる効果も

挙げていないほ介仕立て、 DIJちあこや貝に対するパーナリーゼーセヨン、こう

した側体レベルの単純な研究はこのあたりで寸1:1二し生物調節学、 DjJちケミカノレ
コントロールに向って精進されたい。これとて差して六ケ敷い問題とは思われ

たくなって米たように思う。

× × × 

/亡米野人で、ある私は可なり不遜な暴言を弄-して来たことをお詫びしょう。然

し干ムは野人なりに夢をもっている。然し研究者にはこうした阿呆な人!?立はほな

いらしく、そうした夢を聞かないが夢も人生の一つの必要事であることを知っ

てほしい。例えば1953与えは薬理学と画期的なオ1:'で二つの新薬が出現した。その

二つの薬とはシセノレピンとクロノレプロマジンである。この1953年に発見された

クロノレプロマジン、比のクロノレプロマジンの特殊な性質が全く偶然に見出され

た。それはこの薬に極めて強力な体温低下{乍用のあることであった。一般に熱

のあるとき体温を下げる薬は背からあったアスピリンなどはその例であるが、

このクロノレプロマジンは正常体組合下げる物質なのである。と同時に体温降下

よりはるかに低い用量でレセノレピン同様トランキライザ-D¥]ち情神安定剤とし

ての作用が分ったのである。

A
斗也
円
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ここで面白いと思うのは第一次印度支那戦争で仏軍がデイエシビエンブーで

大¥lえを喫し、戦傷者の収容の余地もなく、これらの人々に比のクロノレプロマジ

ンを注射したのみで見殺しにするより処置のない状況であったという。ところ

が戦斗も_.]:(;おさまり仏軍がその死体収存?にいったところ皆;[:気で、生きてい

たというのである。之には背がおどろき改めて此の薬の効果を見践したという

のである。日1)ち体市しは低下したから 1ì"~ 粍は減るしトランキライザー効果で気持

ちのヒで何の心配もなかったのではあるまいか。

今や多くの特?-:[I安定芥1)は出来ている。在、は女きやPt只11古てにこうし

物の不Ij肝が11¥来ないかと考え、う!じずクロjレプロマジンを利用したが思うような

効果はなかった。こんなことをやっている戎FIに、立珠のおヱラ様方が訪ねて

られて、 「此の間外科のお医者様[仁会って、あこや只の子術の ~~I~をしたら、

そのお医者け、それは大手術ゃないか。 次々は千討すの前後には通:当に絶食させて

いる。貝もそれをやったらと討されたというのである。それでなるほどと思っ

て作業後一1I什旬、二二1時間と二 i問時間まで空中において後1iti:ノ]¥.'j'にJlx.養したら

早いものほどよかったと話された。それで私はー それは当然でしょう。とい

ったら少々不満そうな顔で、どうしてと民間して米た。それで ー私は人間の場

合絶食はさせるけど呼吸までは!とめませんよ。といったら、あ Lそうかと大笑

いをしたことがあった。

ハロノレドパーン(J.H. BURN) (1892)はその著くすりと人間のなかで次の

ようなことを書いている。ヒヅトラーによってドイツの科学が崩併しはじめた

1935ij三頃までに示されたドイツ製薬工業の業績は偉大なものであった。この

時マラリヤの、治療に大きな進歩がなされた。カナリヤ(後には雀)を使って化

合物の作用を研究していてアテプリンを発見した。氏は続けて次ぎのように

書いている。第二次大戦のときアテプリンがどんなに霊安!なものであったかと

言うことは今日大部分の人は忘れてしまっている。 日本 Jががジヤワを占領す

るまでマラリヤの発病を押えるためにはキニーネが仰われていた。 1937年ジヤ

ワから愉Il¥されたキニーネの量は700屯-1，000屯であったが、日本軍の占領に

よってこの供給が述持Jfされてしまった。西南太平洋において戦争中マラリヤの

脅威がどんなものであったかということは1943年12月ニユギニヤでマラリヤに

倒れる人間が1，000人中年間を通じて740人という高率であった事実からも明ら

かであろう。突に軍隊の%がマラリヤだけのために機能を失っていたのである。

ちょうどこの時に充分なアテプリンが毎日使えるようになり、すべての兵士が

マラリヤの発病から防禦されるようになった。その結果1944年11月には1.000

人のうちま!三間26人がやられるだけに減った。かくてドイツのアテブYン発見
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が、日本軍を打破る可能性を与えてくれたのであった。と

× × × 

在、が以上書いたのは他意あつてのことではない。

今あこや民にはポリキーター、セノレカリヤ、或は第三の虫など昔は考えられ

なかった幾多の病者を与える寄生虫が増加した。これら脊生虫の研究も大切だ

が併せてこうしたアテプリンやクロルプロマジンの探索も重大である。現状の

様子ーではあまりにも無策ではないだろうか。

前号の正誤表

10Bミ M氏第コ{言 私{言と訂正

101頁十一行 殻項に近い部分かち 台、宇コ

103頁 四行 此の I~り 此の間

104貰十五行 !穏射によった 照射によって

105頁十九行 紫外線照射で 透過光線で

105頁終りから7行 狭協 隠路

112頁 二行 投射線 放射線

113頁 三行 機構の文字は抹消
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0皆様の

まず。

編集後記

6巻、 3号をお送りいたし

兵揚げνーズンも最盛期に人り、多忙な勾引を送っていることと

思いますc

今回木本真万kl肝究所より、アゴヤガイの水槽寸について

の研究報告をいただきました。これからの民珠義組を考える時、

こういった「新生産方式」のliJl究が大きな役割をはずこすことと思

います。参考にしてドさい。

。研究会部結部、米年もより

けするつもりでおります故、

よいお年‘をお迎え下さい。

昭和42年 12月20日発行
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(通巻60号)

した、より役江つ会報をおとど

の御協力をお願いいたします。
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